
ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

健
康
プ
ラ
ザ

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

M
ontreal)

も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
種
類
の
シ
ー
ド

ル
を
試
飲
で
き
た
り
、
シ
ー
ド
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
が
開
催
さ
れ
た
り
で
、
飲
ん
で

食
べ
て
学
ん
で
踊
っ
て
の
お
祭
り
の
よ

う
で
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
た
い
も
の

で
す
。

　
純
粋
な
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル
は
、
雪
の

中
で
も
落
果
し
な
い
で
木
に
残
る
り
ん

ご
を
収
穫
し
て
作
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
フ

ボ
ト
ル(

３
７
５
ml)

の
お
酒
を
作
る
の

に
使
わ
れ
る
り
ん
ご
は
７
kg
、
で
き
あ

が
る
ま
で
に
１
年
を
か
け
て
い
ま
す
の

で
高
価
な
お
酒
に
な
り
ま
す
が
、
驚
く

ほ
ど
美
味
し
い
そ
う
で
す
。
ケ
ベ
ッ
ク

の
シ
ー
ド
ル
ハ
ウ
ス
（
メ
ー
カ
ー
）
に

は
、
国
賓
も
訪
れ
て
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル

が
供
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
仁
木
町
も
り
ん
ご
の
産
地
で
す
が
、

冬
に
な
っ
て
も
落
果
し
な
い
り
ん
ご
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ケ
ベ
ッ
ク
に
は

日
本
の
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
や
「
陸
奥
」

も
植
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
し

雪
の
中
、
赤
く
実
る
り
ん
ご
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
そ
の
り
ん
ご
で
シ
ー
ド
ル
を

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ

ひ
と
つ
、
手
で
木
か
ら
も
い
で
作
る
ア

イ
ス
シ
ー
ド
ル
で
す
。

参
照
・
引
用
：
「
世
界
の
シ
ー
ド
ル
図
鑑
」

ビ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
＆
ビ
ル
・
ブ
ラ
ッ
ド

シ
ョ
ー
著
、
国
際
り
ん
ご
・
シ
ー
ド
ル
振
興

会
監
訳
、
龍
和
子
訳
（
原
書
房
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
　Q

uebec O
riginal 
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w
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●ひとの動き
　人口／3,201人（前月比+17）  男性／1,549人（前月比+12）  女性／1,652人（前月比+5）  世帯数／1,663世帯（前月比+13）
　外国人人口／48人  男性／４人  女性／44人  世帯数／44世帯 （令和２年４月30日現在 住民基本台帳より ※外国人人口及び世帯数は外数です）

銀山小学校交通安全青空教
室。「みぎ見て、ひだり見
て、もう一度みぎを見て」。
皆さんが教わった『命を守
る大切な約束』交通ルー
ル。皆さんの中に育まれた
『交通安全』は、やがて地
域全体へ膨らんでいきま
す。交通安全が仁木町いっ
ぱいに膨らんで、交通事故
のない安心・安全な仁木町
になりますように。（撮影
場所／銀山武道館付近） ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

ん
ご
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
お

酒
、
日
本
で
は
歴
史
が
浅
い
の

で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

ロ
ー
マ
人
が
作
っ
て
い
た
と
い
う
ほ
ど

古
く
か
ら
あ
る
お
酒
で
す
。
仁
木
町
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
り
ん
ご
で
も
シ
ー
ド

ル
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
に

見
る
と
、
日
本
の
シ
ー
ド
ル
生
産
量
は

わ
ず
か
な
よ
う
で
す
。
昨
年
、
札
幌
で

開
か
れ
た
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
で
ワ
イ

ン
販
売
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
際
、
大
柄
な
白
人
の
男
性
た
ち
が

北
海
道
で
作
ら
れ
て
い
る
小
さ
い
瓶
の

シ
ー
ド
ル
を
、
何
度
も
ワ
イ
ン
販
売

ブ
ー
ス
に
購
入
し
に
来
て
飲
ん
で
い
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ド
ル
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る

と
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
と
て
も

プ
レ
ミ
ア
ム
な
シ
ー
ド
ル
が
作
ら
れ
て

い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ケ
ベ
ッ
ク

料
理
は
、
長
く
寒
い
冬
を
乗
り
切
る
た

め
に
脂
肪
分
の
多
い
料
理
が
多
い
そ
う

で
す
。
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
チ
ー
ズ

カ
ー
ド
と
グ
レ
ー
ビ
ー
ソ
ー
ス
を
か

け
、
さ
ら
に
フ
ォ
ア
グ
ラ
を
の
せ
た

（
フ
ラ
ン
ス
）
料
理
に
よ
く
合
う
と
い

う
、
明
る
く
鮮
や
か
な
り
ん
ご
の
お

酒
、
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル
で
す
。

　
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル
は
、
１
９
９
０

年
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
フ
ラ
ン

ス
か
ら
の
移
民
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
バ

ル
ト
ム
フ
が
冬
に
木
に
な
る
凍
っ
た
り

ん
ご
を
搾
汁
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
１

９
９
４
年
に
商
品
と
し
て
発
売
さ
れ
人

気
が
出
て
広
ま
り
ま
し
た
。
当
初
バ
ル

ト
ム
フ
は
ド
イ
ツ
で
作
ら
れ
て
い
た
ア

イ
ス
ワ
イ
ン
（
葡
萄
酒
）
を
作
ろ
う
と

し
た
の
で
す
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
冷
涼
な

気
候
の
た
め
に
ぶ
ど
う
は
う
ま
く
育
た

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
６
０
０
軒
の
り
ん
ご

栽
培
農
家
が
あ
り
、
65
軒
の
手
作
り

シ
ー
ド
ル
生
産
者
が
あ
る
そ
う
で
す
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
南
東
に
位
置
す
る

モ
ン
テ
レ
ジ
ー
と
い
う
地
域
に
は
、

シ
ー
ド
ル
作
り
を
い
ろ
い
ろ
と
見
学
で

き
る
観
光
ル
ー
ト
が
あ
り
、
毎
年
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、
シ
ー
ド
ル
の

イ
ベ
ン
ト(M

ondial des cidres de 

り
仁木町地域おこし協力隊コラム

今月の表紙

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.26
仁木町地域おこし協力隊

鈴  木  綾  子

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

アイスシードル

5
シードル・ド・グラッセについて

北海道仁木町広報紙／令和２年５月21日発行 通算786号

2020
令和２年

特  

集
第
２
期 

仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
完
成



第
２
期 
仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

第
２
期 
仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
完
成

令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
完
成

特 集

『仁木町のまちづくり』その戦略の策定

仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

　平成26年に、国が定めた地方創生戦略の要、『まち・ひと・しごと創生 人口ビジョ
ン・総合戦略』の第１期が終了しました。これまで、同戦略をもとに国と地方が協力
して地方創生に取り組んできましたが、平成30年の時点で、日本の人口は８年連続で
減少、高齢化率も過去最高を記録、大都市への人口流出にも歯止めがかかっておら
ず、問題の解決には至っていない現状です。
　この状況は仁木町でも例外ではなく、国が新たに定めた『第２期総合戦略』に合わ
せ、本町の第１期人口ビジョン・総合戦略をより深く掘り下げ、発展させた、第２期
『仁木町まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン・総合戦略』を策定し、本町の長期
的、持続的な発展のための取組を推進していきます。
　今回の特集では、第２期『仁木町まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン・総合戦
略』の内容を紹介いたします。

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

　
過
去
か
ら
現
状
ま
で
の
、仁
木
町
の
人
口
推

移
を
把
握
・
分
析
し
、こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き

人
口
に
関
す
る
将
来
の
展
望
を
示
す
も
の
で
、

『
総
合
戦
略
』
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

る
も
の
で
す
。

　
人
口
の
変
化
と
一
言
で
い
っ
て
も
、人
口
減

に
よ
る
税
収
減
、
労
働
力
不
足
、
人
口
構
造
の

高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
増
加
、移
住
者
増

に
よ
る
住
環
境
不
足
な
ど
、そ
の
影
響
は
様
々

で
す
。

●
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

　
こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、出
生
、死
亡
に
よ
る
人
口
の『
自
然
増

減
』、
転
入
・
転
出
に
よ
る『
社
会
増
減
』に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、人
口
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
維

持
が
必
要
で
あ
る
一
方
で
、
将
来
の
超
高
齢

化
・
人
口
減
少
社
会
を
前
提
と
し
た
、社
会
基

盤
づ
く
り
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』を
も
と
に
、仁
木
町

が
目
指
す
べ
き
４
つ
の
将
来
の
方
向
を
、総
合

戦
略
の
重
点
戦
略
と
定
め
、そ
の
達
成
の
た
め

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
ま
し
た
。

●
総
合
戦
略
と『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

　
総
合
戦
略
で
は
、
４
つ
の
重
点
戦
略
を
実
現

す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
、
さ
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
具
体

的
な
施
策
を
定
め
、
そ
の
効
果
の
検
証
と
改
善

を
繰
り
返
し
つ
つ
、
施
策
・
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
国
で
は
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』達
成
に
向
け
た

取
組
が
、
地
方
自
治
体
の
地
方
創
生
に
お
い
て

も
不
可
欠
と
し
て
お
り
、
町
の
総
合
戦
略
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』達
成

を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

「果実の町」 元気な産業 ・雇用支援プ

ロジェクト

「仁木町へ行こう」 田舎を楽しむ ・交

流促進プロジェクト

移住の推進プロジェクト

人材の還流促進プロジェクト

住環境の整備プロジェクト

関係・交流人口※1 の増加プロジェクト

「みんなで育てる子どもたち」 活き活き子

育て ・教育支援プロジェクト

「やすらぎの里」 もっと快適に ・豊かな

暮らしの支援プロジェクト

●
総
合
戦
略
の
実
現
と
仁
木
町

　
の
将
来
の
た
め
に

　
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
引

く
景
気
低
迷
や
雇
用
環
境
の
悪

化
、
少
子
高
齢
社
会
、
高
度
情
報

社
会
、
地
球
環
境
の
深
刻
化
な
ど

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
国
・
地
方
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
背
景
と
し
た
行
財
政

改
革
、
地
方
分
権
の
推
進
な
ど

で
、
従
来
の
仕
組
み
と
手
法
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
限
界
が
あ

り
、
新
し
い
発
想
と
知
恵
を
活
か

し
た
地
域
経
営
へ
の
抜
本
的
な

改
革
を
進
め
、
町
が
も
つ
地
域
力

を
高
め
て
い
く
に
は
、
町
職
員
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
仁
木
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て

末
永
く
「
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の

里
」
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
、
仁

木
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
や
、
次
の
世
代
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

目指すべき将来の方向（重点戦略） 総合戦略の重点プロジェクト

元気な産業・雇用を支援する
「果実の町」元気な産業・雇用

支援プロジェクト
１

関係人口を創出し、人口流出に

歯止めをかける

「仁木町へ行こう」田舎を楽しむ・

交流促進プロジェクト
2

児童人口維持のため、安心した

子育て環境を提供する

「みんなで育てる子どもたち」活き

活き子育て・教育支援プロジェクト
3

「やすらぎの里」もっと快適に・

豊かな暮らしの支援プロジェクト
住みやすい環境をつくる4

　人口減少を改善するには、移住者を増やすこ
とが必要です。このような取組は一朝一夕に達
成できるものではありませんが、移住に関する
情報発信、町の魅力を伝える様々な機会を提供
することで、関係人口※1、交流人口を拡大しつ
つ、その受け皿となる環境の整備も必要です。

地域産業の競争力強化プロジェクト

人材育成プロジェクト

雇用の確保・関係人口拡大プロジェクト

　人口の維持・増加のためには、地域経済の活
性化、雇用の場の確保・拡大が不可欠です。その
ため、基幹産業の農業の振興や、農業を核とした
新しい産業の創出、さらには企業誘致、起業など
を積極的に進め、雇用の場を確保する必要があ
ります。

結婚・妊娠・出産に対する支援プロジェクト

子育て世代の経済的支援プロジェクト

子ども・子育て支援の充実プロジェクト

　町に暮らす人々が、いつまでも安心して暮ら
し、子どもを育てるためには、結婚から育児・教
育まで切れ目のない支援と地域で子育てできる
仕組みづくりが大切です。それには、地域ぐるみ
の子育て支援や、子育て世代の経済的支援を充
実させ、少子化対策に取り組む必要があります。

健康長寿社会の推進プロジェクト

Society5.0※2 の推進プロジェクト

地域公共交通の構築プロジェクト

　町に暮らす人々が、生涯元気で暮らせるよう、
保健・医療の充実を図るとともに、社会的な支
援を必要とする人たちを地域全体で支えること
で、町民一人ひとりが、生きがいと幸せな気持ち
を持ち、安心して暮らせるまちづくりが必要で
す。

※1 関係人口とは移住者（定住人口）でもなく、観光者（交流人口）でもないが、地域と多様に関わる人々のこと
※2 物のインターネットにより、仮想空間と現実空間を連携させ、全ての物や情報、人を繋ぐとともに、人工知
　   能などの活用により、量と質の全体最適をはかる社会のこと
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採択された、持続可能な開発目標のこと。国連
はこれを「地球と繁栄のための行動計画であ
る」としており、17 の目標と、それに関連する
169 の達成基準で構成されており、全ての国が
取り組むべき普遍的な目標とされています。
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第
２
期 

仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

第
２
期 

仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
完
成

令
和
２
年
度
～
令
和
６
年
度

人
口
ビ
ジ
ョ
ン

総
合
戦
略
完
成

特 集

『仁木町のまちづくり』その戦略の策定

仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生 

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略

　平成26年に、国が定めた地方創生戦略の要、『まち・ひと・しごと創生 人口ビジョ
ン・総合戦略』の第１期が終了しました。これまで、同戦略をもとに国と地方が協力
して地方創生に取り組んできましたが、平成30年の時点で、日本の人口は８年連続で
減少、高齢化率も過去最高を記録、大都市への人口流出にも歯止めがかかっておら
ず、問題の解決には至っていない現状です。
　この状況は仁木町でも例外ではなく、国が新たに定めた『第２期総合戦略』に合わ
せ、本町の第１期人口ビジョン・総合戦略をより深く掘り下げ、発展させた、第２期
『仁木町まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン・総合戦略』を策定し、本町の長期
的、持続的な発展のための取組を推進していきます。
　今回の特集では、第２期『仁木町まち・ひと・しごと創生　人口ビジョン・総合戦
略』の内容を紹介いたします。

●
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
と
は

　
過
去
か
ら
現
状
ま
で
の
、仁
木
町
の
人
口
推

移
を
把
握
・
分
析
し
、こ
れ
か
ら
目
指
す
べ
き

人
口
に
関
す
る
将
来
の
展
望
を
示
す
も
の
で
、

『
総
合
戦
略
』
策
定
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
な

る
も
の
で
す
。

　
人
口
の
変
化
と
一
言
で
い
っ
て
も
、人
口
減

に
よ
る
税
収
減
、
労
働
力
不
足
、
人
口
構
造
の

高
齢
化
に
よ
る
社
会
保
障
費
増
加
、移
住
者
増

に
よ
る
住
環
境
不
足
な
ど
、そ
の
影
響
は
様
々

で
す
。

●
目
指
す
べ
き
将
来
の
方
向

　
こ
う
し
た
人
口
問
題
に
対
応
し
て
い
く
た

め
に
は
、出
生
、死
亡
に
よ
る
人
口
の『
自
然
増

減
』、
転
入
・
転
出
に
よ
る『
社
会
増
減
』に
ク

ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
、人
口
構
造
の
バ
ラ
ン
ス
維

持
が
必
要
で
あ
る
一
方
で
、
将
来
の
超
高
齢

化
・
人
口
減
少
社
会
を
前
提
と
し
た
、社
会
基

盤
づ
く
り
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

　
こ
の『
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
』を
も
と
に
、仁
木
町

が
目
指
す
べ
き
４
つ
の
将
来
の
方
向
を
、総
合

戦
略
の
重
点
戦
略
と
定
め
、そ
の
達
成
の
た
め

の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
ま
し
た
。

●
総
合
戦
略
と『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』

　
総
合
戦
略
で
は
、
４
つ
の
重
点
戦
略
を
実
現

す
る
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
設
定
、
さ
ら
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
具
体

的
な
施
策
を
定
め
、
そ
の
効
果
の
検
証
と
改
善

を
繰
り
返
し
つ
つ
、
施
策
・
事
業
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
国
で
は
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』達
成
に
向
け
た

取
組
が
、
地
方
自
治
体
の
地
方
創
生
に
お
い
て

も
不
可
欠
と
し
て
お
り
、
町
の
総
合
戦
略
重
点

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で
も
、『
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
』達
成

を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

「果実の町」 元気な産業 ・雇用支援プ

ロジェクト

「仁木町へ行こう」 田舎を楽しむ ・交

流促進プロジェクト

移住の推進プロジェクト

人材の還流促進プロジェクト

住環境の整備プロジェクト

関係・交流人口※1 の増加プロジェクト

「みんなで育てる子どもたち」 活き活き子

育て ・教育支援プロジェクト

「やすらぎの里」 もっと快適に ・豊かな

暮らしの支援プロジェクト

●
総
合
戦
略
の
実
現
と
仁
木
町

　
の
将
来
の
た
め
に

　
町
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
長
引

く
景
気
低
迷
や
雇
用
環
境
の
悪

化
、
少
子
高
齢
社
会
、
高
度
情
報

社
会
、
地
球
環
境
の
深
刻
化
な
ど

大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
、
国
・
地
方
の
厳
し
い
財

政
状
況
を
背
景
と
し
た
行
財
政

改
革
、
地
方
分
権
の
推
進
な
ど

で
、
従
来
の
仕
組
み
と
手
法
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
は
限
界
が
あ

り
、
新
し
い
発
想
と
知
恵
を
活
か

し
た
地
域
経
営
へ
の
抜
本
的
な

改
革
を
進
め
、
町
が
も
つ
地
域
力

を
高
め
て
い
く
に
は
、
町
職
員
だ

け
で
な
く
、
地
域
に
お
住
ま
い
の

皆
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

　
仁
木
町
が
将
来
に
わ
た
っ
て

末
永
く
「
果
実
と
や
す
ら
ぎ
の

里
」
で
あ
り
つ
づ
け
る
た
め
、
仁

木
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
や
、
次
の
世
代
の
た
め
、
皆
さ

ん
の
積
極
的
な
ま
ち
づ
く
り
へ

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

目指すべき将来の方向（重点戦略） 総合戦略の重点プロジェクト

元気な産業・雇用を支援する
「果実の町」元気な産業・雇用

支援プロジェクト
１

関係人口を創出し、人口流出に

歯止めをかける

「仁木町へ行こう」田舎を楽しむ・

交流促進プロジェクト
2

児童人口維持のため、安心した

子育て環境を提供する

「みんなで育てる子どもたち」活き

活き子育て・教育支援プロジェクト
3

「やすらぎの里」もっと快適に・

豊かな暮らしの支援プロジェクト
住みやすい環境をつくる4

　人口減少を改善するには、移住者を増やすこ
とが必要です。このような取組は一朝一夕に達
成できるものではありませんが、移住に関する
情報発信、町の魅力を伝える様々な機会を提供
することで、関係人口※1、交流人口を拡大しつ
つ、その受け皿となる環境の整備も必要です。

地域産業の競争力強化プロジェクト

人材育成プロジェクト

雇用の確保・関係人口拡大プロジェクト

　人口の維持・増加のためには、地域経済の活
性化、雇用の場の確保・拡大が不可欠です。その
ため、基幹産業の農業の振興や、農業を核とした
新しい産業の創出、さらには企業誘致、起業など
を積極的に進め、雇用の場を確保する必要があ
ります。

結婚・妊娠・出産に対する支援プロジェクト

子育て世代の経済的支援プロジェクト

子ども・子育て支援の充実プロジェクト

　町に暮らす人々が、いつまでも安心して暮ら
し、子どもを育てるためには、結婚から育児・教
育まで切れ目のない支援と地域で子育てできる
仕組みづくりが大切です。それには、地域ぐるみ
の子育て支援や、子育て世代の経済的支援を充
実させ、少子化対策に取り組む必要があります。

健康長寿社会の推進プロジェクト

Society5.0※2 の推進プロジェクト

地域公共交通の構築プロジェクト

　町に暮らす人々が、生涯元気で暮らせるよう、
保健・医療の充実を図るとともに、社会的な支
援を必要とする人たちを地域全体で支えること
で、町民一人ひとりが、生きがいと幸せな気持ち
を持ち、安心して暮らせるまちづくりが必要で
す。

※1 関係人口とは移住者（定住人口）でもなく、観光者（交流人口）でもないが、地域と多様に関わる人々のこと
※2 物のインターネットにより、仮想空間と現実空間を連携させ、全ての物や情報、人を繋ぐとともに、人工知
　   能などの活用により、量と質の全体最適をはかる社会のこと

２０３０年に向けて
世界が合意した

「持続可能な開発目標」です
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世界が合意した
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「持続可能な開発目標」です

２０３０年に向けて
世界が合意した

「持続可能な開発目標」です

『ＳＤＧｓ』とは、平成 27 年の国連サミットで
採択された、持続可能な開発目標のこと。国連
はこれを「地球と繁栄のための行動計画であ
る」としており、17 の目標と、それに関連する
169 の達成基準で構成されており、全ての国が
取り組むべき普遍的な目標とされています。

真
っ
赤
な
ニ
キ
ボ
ー
デ
ザ
イ
ン
の
『
仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
　

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
』
は
、
仁
木
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。

エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
プ
ラ
ザ

健
康
プ
ラ
ザ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

3 令和２年５月 2令和２年５月



５ 令和２年５月 ４令和２年５月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
プ
ラ
ザ

健
康
プ
ラ
ザ

く
ら
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ま
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
慢
性
的
な
マ
ス
ク
不
足
の
一
助
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

大
野
隊
員
醸
造
ワ
イ
ン

町
民
の
皆
さ
ん
に
紙
マ
ス
ク
配
布

ま
ち
の
話
題①急ピッチで進められた配送作業。作

業中も３密を避け、手の消毒をしなが
ら作業にあたりました。②「それぞれ
の人が、それぞれの立場でできること
に取り組み、一丸となって難局を乗り
越えましょう」と佐藤町長。

②

①

仁
木
町
高
齢
者
事
業
団

274

仁木消防団か
ら新一年生に
贈られた記念
品。有機栽培の

『ゆめぴりか』に
は、新一年生へ
金子団長から
のエールが一
杯に詰まってい
ます。

夢
と
勇
気
を
持
っ
て

学
校
生
活
を

　
仁
木
消
防
団
（
金
子
英
治
団

長
）か
ら
、防
災
意
識
啓
発
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
、
町
内
の
新

小
学
一
年
生
へ
文
房
具
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
子
団
長
か
ら
は
仁

木
町
産
有
機
栽
培
の
『
ゆ
め
ぴ

り
か
』も
併
せ
て
贈
ら
れ
、金
子

団
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由

な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

新
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
夢

（『
ゆ
め
』ぴ
り
か
）と
勇
気（『
有

機
』栽
培
）を
持
っ
て
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
て
欲
し
い
」
と

お
祝
い
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

贈

「ＣｕｖéｅはＳ、
Ｐ、Ｉ、Ｔ、Ｚの５
種類。私の好
きなアーティ
ストの名前を
いただきまし
た」と大野隊
員。お勧めは

『Cuvée P』
とのこと

『C
uvée

』
リ
リ
ー
ス

　
仁
木
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
大
野
崇
隊
員
が
、
昨
年
秋
に

フ
ラ
ン
ス
、日
本
で
醸
造
し
た
ワ

イ
ン
と
、
東
町
の
株
式
会
社 

自

然
農
園
さ
ん
（
上
田
　
貴 

代
表

取
締
役
）で
製
造
し
た
、
果
汁
１

０
０
％
の
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
大
野
隊
員
が
ワ
イ
ン
を
卸
し

て
い
る
酒
販
店
で
は
、
早
速
お

客
さ
ま
か
ら
絶
賛
の
声
が
届
け

ら
れ
る
な
ど
評
判
は
上
々
と
の

こ
と
で
す
。ワ
イ
ン
は
可
愛
ら
し

い
ラ
ベ
ル
が
あ
し
ら
わ
れ
た
、ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
、
白
、
赤（
２
種

類
）で
、「
贈
り
物
に
も
ぜ
ひ
」と

大
野
隊
員
。

　
余
市
町
の
馬
場
商
店
で
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
も
大
野
隊
員
の
醸
造
し
た

ワ
イ
ン
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

醸

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
慢

性
的
な
マ
ス
ク
不
足
が

続
く
な
か
、
４
月
下
旬

に
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
一
歳
か
ら
高
校
生
の

皆
さ
ん
へ
、
一
人
当
た

り
10
枚
の
紙
マ
ス
ク

を
、ま
た
、５
月
下
旬
に

は
町
内
全
戸
に
、
一
戸

当
た
り
10
枚
の
紙
マ
ス

ク
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
佐
藤
聖
一
郎
町
長
は

マ
ス
ク
の
配
布
に
当
た

り
、「
マ
ス
ク
の
着
用

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
第

一
歩
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
マ
ス
ク
が
入

手
困
難
と
な
っ
て
い
る

今
、
わ
ず
か
な
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、
少
し
で

も
町
民
皆
さ
ん
の
健
康

と
命
を
守
る
助
け
に
な

れ
ば
」
と
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

贈
NEWS

健康プラザ 体に　　　　　   いい話

ほけん課　管理栄養士 入川　人望
いりかわ ひとみ

健診受診者の４人に１人が高血圧！
減塩に心がけいつまでも健康維持！

成
30
年
度
特
定
健
康
診

査
を
受
け
た
人
の
う
ち
、

約
25
％
（
４
人
に
１
人
）
に
高
血

圧
（
収
縮
期
血
圧
１
４
０
以
上

も
し
く
は
拡
張
期
血
圧
90
以

上
）
の
所
見
が
あ
り
ま
し
た
。本

町
の
医
療
費
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
み
）の
８
％
が
高
血
圧

の
治
療
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、同

規
模
の
町
村
と
比
べ
て
も
高
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
も
そ
も
高
血
圧
と
は
？

　
血
圧
と
は
、
血
管
内
の
圧
力

（
心
臓
か
ら
流
れ
る
血
液
が
血

管
を
押
す
力
）の
こ
と
で
、
高
血

圧
は
そ
の
圧
力
が
強
い
状
態
を

言
い
ま
す
。血
管
は
年
齢
と
共

に
硬
く
な
り
、広
が
り
に
く
く
な

る
こ
と
で
血
管
内
の
圧
力
も
高

く
な
り
ま
す
。

●
血
圧
が
高
い
と
ど
う
な
る
の
？

　
血
管
に
細
か
い
傷
が
で
き
、

弾
力
が
な
く
な
っ
た
り
、壁
が
厚

く
な
っ
た
り
、
詰
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
（
動
脈
硬
化
）。血
管
は

圧
力
に
対
し
て
痛
み
を
感
じ
な

い
よ
う
に
で
き
て
い
る
た
め
、
血

圧
が
高
く
て
も
自
覚
症
状
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
気
づ
か
ぬ
う
ち

に
脳
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
細

平

か
い
血
管
に
傷
が
で
き
ま
す
。動

脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
脳
卒

中
や
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
、腎
不

全
と
い
っ
た
臓
器
障
害
に
繋
が

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、定
期
的
に

自
分
の
血
圧
を
測
定
し
、
自
身

の
体
へ
の
負
担
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
血
圧
は
ど
う
し
て
高
く
な
る
？

　
高
血
圧
は
９
割
が
原
因
不
明

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
喫
煙
、

高
塩
分
食
、
肥
満
、
多
量
飲
酒
、

寝
不
足
、ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活

習
慣（
環
境
因
子
）や
元
々
の
体

質（
遺
伝
因
子
）が
様
々
重
な
る

こ
と
で
血
圧
が
上
昇
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
高
血
圧
の
予
防
は
、
ま
ず
は

　減
塩
と
肥
満
予
防
か
ら
！

　
よ
く
血
圧
が
高
い
人
は
、
塩

分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
摂
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。こ
れ
は
、
塩
分
の
多
い

食
事
を
す
る
と
、
体
は
血
液
中

の
塩
分
濃
度
を
下
げ
る
た
め
脳

か
ら
「
の
ど
が
渇
い
た
」
と
命
令

を
送
り
、
多
く
の
水
分
摂
取
を

促
し
ま
す
。水
分
摂
取
に
よ
り

血
液
中
の
塩
分
濃
度
は
正
常
に

薄
ま
り
ま
す
が
、
一方
で
血
液
量

が
増
え
る
た
め
、血
管
に
強
い
圧

力
が
か
か
り
、
血
圧
が
高
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、味
の
濃
い
食
事（
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
や
お
惣
菜
、
外
食

等
）
を
お
い
し
い
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
に
伴

い
、
ご
飯
が
す
す
む
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
に
、
高
塩

分
の
食
事
に
は
食
欲
増
進
効
果

が
あ
り
、体
重
増
加（
肥
満
）＝
内

臓
脂
肪
の
増
加
に
繋
が
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
が
増
え
す
ぎ
る
と
脂

肪
組
織
か
ら
悪
玉
物
質
（
ア
ン
ギ

オ
テ
ン
シ
ノ
ー
ゲ
ン
）
が
多
く
分

泌
さ
れ
、
そ
の
作
用
で
血
圧
が
上

が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
血
圧
を
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
に…

　
ま
ず
、取
り
組
み
や
す
い
も
の

と
し
て
「
減
塩
」
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
「
今
ま
で
上
か
ら
か
け

て
い
た
醤
油
を
小
皿
に
入
れ
た

醤
油
に
付
け
て
食
べ
る
よ
う
に

す
る
」「
味
付
け
は
、食
べ
る
直
前

に
行
う
」
な
ど
細
か
い
配
慮
が

大
切
で
す
。そ
の
他
に
も
、「
酸

味（
レ
モ
ン
汁
や
お
酢
）を
使
う
」

「
ス
パ
イ
ス
を
き
か
せ
る
」「
味
の

濃
い
食
事
ば
か
り
に
し
な
い
」

「
だ
し
を
き
か
せ
る
」
等
で
さ
ら

に
塩
分
の
摂
取
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、
野
菜
に
多

く
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
に
は
、尿

に
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。野
菜
の
摂
取

を
増
や
す
こ
と
も
お
す
す
め
で

す
。(※

カ
リ
ウ
ム
制
限
を
さ
れ
て
い
る

方
を
除
く)

●
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
の
改
定

　
国
で
は
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る

上
で
摂
取
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
栄
養
素
量

の
基
で
あ
る
、「
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
」が
改
定
さ
れ
、
成
人

の
食
塩
摂
取
量
は
男
性
7.5
ｇ
以

下
、女
性
6.5
ｇ
以
下
と
従
来
よ
り

も
0.5
ｇ
ず
つ
少
な
く
な
り
ま
し

た
。さ
ら
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

腎
臓
病
等
の
既
往
が
あ
る
方
は
、

6.0
ｇ
以
下
と
さ
れ
、
さ
ら
に「
減

塩
」す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
塩
分
が
不
足
す
る

と
体
の
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
し
ま
い
体
調
不
良
に
繋
が

り
ま
す
。特
に
夏
の
暑
い
時
期
に

は
汗
に
よ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排

泄
が
増
加
し
ま
す
。不
足
や
摂

り
過
ぎ
に
注
意
し
、
適
量
の
塩

分
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

外出自粛が続い
ていますが、利
用する人が気持
ちよく利用でき
るよう、ゴミ、雑
草 の 除 去で仁
木駅を綺麗に。

春
の
仁
木
駅
清
掃

　
仁
木
町
高
齢
者
事
業
団
（
水

田
哲
夫
理
事
長
）の
皆
さ
ん
が
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
仁
木

駅
周
辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
、

小
雨
交
じ
り
の
中
15
名
の
団
員

の
皆
さ
ん
が
、ゴ
ミ
、雑
草
の
除

去
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
水
田
理
事
長
は
「
外
出
機
会

が
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
閉

じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
は
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
。

し
っ
か
り
対
策
を
し
た
う
え

で
、
た
ま
に
は
こ
う
し
て
皆
さ

ん
の
元
気
な
顔
を
見
な
い
と
」

と
仲
間
と
の
ひ
と
時
に
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

キ
ュ
ヴ
ェ



５ 令和２年５月 ４令和２年５月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
プ
ラ
ザ

健
康
プ
ラ
ザ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
、
慢
性
的
な
マ
ス
ク
不
足
の
一
助
に

地
域
お
こ
し
協
力
隊 

大
野
隊
員
醸
造
ワ
イ
ン

町
民
の
皆
さ
ん
に
紙
マ
ス
ク
配
布

ま
ち
の
話
題①急ピッチで進められた配送作業。作

業中も３密を避け、手の消毒をしなが
ら作業にあたりました。②「それぞれ
の人が、それぞれの立場でできること
に取り組み、一丸となって難局を乗り
越えましょう」と佐藤町長。

②

①

仁
木
町
高
齢
者
事
業
団

274

仁木消防団か
ら新一年生に
贈られた記念
品。有機栽培の

『ゆめぴりか』に
は、新一年生へ
金子団長から
のエールが一
杯に詰まってい
ます。

夢
と
勇
気
を
持
っ
て

学
校
生
活
を

　
仁
木
消
防
団
（
金
子
英
治
団

長
）か
ら
、防
災
意
識
啓
発
に
役

立
て
て
欲
し
い
と
、
町
内
の
新

小
学
一
年
生
へ
文
房
具
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
金
子
団
長
か
ら
は
仁

木
町
産
有
機
栽
培
の
『
ゆ
め
ぴ

り
か
』も
併
せ
て
贈
ら
れ
、金
子

団
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
で
不
自
由

な
毎
日
が
続
い
て
い
ま
す
が
、

新
一
年
生
の
皆
さ
ん
に
は
夢

（『
ゆ
め
』ぴ
り
か
）と
勇
気（『
有

機
』栽
培
）を
持
っ
て
学
校
生
活

を
ス
タ
ー
ト
し
て
欲
し
い
」
と

お
祝
い
と
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

も
添
え
ら
れ
ま
し
た
。

贈

「ＣｕｖéｅはＳ、
Ｐ、Ｉ、Ｔ、Ｚの５
種類。私の好
きなアーティ
ストの名前を
いただきまし
た」と大野隊
員。お勧めは

『Cuvée P』
とのこと

『C
uvée

』
リ
リ
ー
ス

　
仁
木
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
大
野
崇
隊
員
が
、
昨
年
秋
に

フ
ラ
ン
ス
、日
本
で
醸
造
し
た
ワ

イ
ン
と
、
東
町
の
株
式
会
社 

自

然
農
園
さ
ん
（
上
田
　
貴 

代
表

取
締
役
）で
製
造
し
た
、
果
汁
１

０
０
％
の
ブ
ド
ウ
ジ
ュ
ー
ス
が

完
成
し
ま
し
た
。

　
大
野
隊
員
が
ワ
イ
ン
を
卸
し

て
い
る
酒
販
店
で
は
、
早
速
お

客
さ
ま
か
ら
絶
賛
の
声
が
届
け

ら
れ
る
な
ど
評
判
は
上
々
と
の

こ
と
で
す
。ワ
イ
ン
は
可
愛
ら
し

い
ラ
ベ
ル
が
あ
し
ら
わ
れ
た
、ス

パ
ー
ク
リ
ン
グ
、
白
、
赤（
２
種

類
）で
、「
贈
り
物
に
も
ぜ
ひ
」と

大
野
隊
員
。

　
余
市
町
の
馬
場
商
店
で
お
買

い
求
め
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、皆

さ
ん
も
大
野
隊
員
の
醸
造
し
た

ワ
イ
ン
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い

か
が
で
す
か
。

醸

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
で
慢

性
的
な
マ
ス
ク
不
足
が

続
く
な
か
、
４
月
下
旬

に
、
町
内
に
お
住
ま
い

の
一
歳
か
ら
高
校
生
の

皆
さ
ん
へ
、
一
人
当
た

り
10
枚
の
紙
マ
ス
ク

を
、ま
た
、５
月
下
旬
に

は
町
内
全
戸
に
、
一
戸

当
た
り
10
枚
の
紙
マ
ス

ク
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
佐
藤
聖
一
郎
町
長
は

マ
ス
ク
の
配
布
に
当
た

り
、「
マ
ス
ク
の
着
用

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
の
第

一
歩
と
考
え
て
い
ま

す
。そ
の
マ
ス
ク
が
入

手
困
難
と
な
っ
て
い
る

今
、
わ
ず
か
な
数
で
は

あ
り
ま
す
が
、
少
し
で

も
町
民
皆
さ
ん
の
健
康

と
命
を
守
る
助
け
に
な

れ
ば
」
と
思
い
を
述
べ

ま
し
た
。

贈
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健診受診者の４人に１人が高血圧！
減塩に心がけいつまでも健康維持！

成
30
年
度
特
定
健
康
診

査
を
受
け
た
人
の
う
ち
、

約
25
％
（
４
人
に
１
人
）
に
高
血

圧
（
収
縮
期
血
圧
１
４
０
以
上

も
し
く
は
拡
張
期
血
圧
90
以

上
）
の
所
見
が
あ
り
ま
し
た
。本

町
の
医
療
費
（
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
み
）の
８
％
が
高
血
圧

の
治
療
に
充
て
ら
れ
て
お
り
、同

規
模
の
町
村
と
比
べ
て
も
高
い

数
値
と
な
っ
て
い
ま
す
。

●
そ
も
そ
も
高
血
圧
と
は
？

　
血
圧
と
は
、
血
管
内
の
圧
力

（
心
臓
か
ら
流
れ
る
血
液
が
血

管
を
押
す
力
）の
こ
と
で
、
高
血

圧
は
そ
の
圧
力
が
強
い
状
態
を

言
い
ま
す
。血
管
は
年
齢
と
共

に
硬
く
な
り
、広
が
り
に
く
く
な

る
こ
と
で
血
管
内
の
圧
力
も
高

く
な
り
ま
す
。

●
血
圧
が
高
い
と
ど
う
な
る
の
？

　
血
管
に
細
か
い
傷
が
で
き
、

弾
力
が
な
く
な
っ
た
り
、壁
が
厚

く
な
っ
た
り
、
詰
ま
り
や
す
く
な

り
ま
す
（
動
脈
硬
化
）。血
管
は

圧
力
に
対
し
て
痛
み
を
感
じ
な

い
よ
う
に
で
き
て
い
る
た
め
、
血

圧
が
高
く
て
も
自
覚
症
状
は
ほ

と
ん
ど
な
く
、
気
づ
か
ぬ
う
ち

に
脳
や
心
臓
、
腎
臓
な
ど
の
細

平

か
い
血
管
に
傷
が
で
き
ま
す
。動

脈
硬
化
が
進
行
す
る
と
、
脳
卒

中
や
狭
心
症
、心
筋
梗
塞
、腎
不

全
と
い
っ
た
臓
器
障
害
に
繋
が

る
こ
と
が
あ
る
た
め
、定
期
的
に

自
分
の
血
圧
を
測
定
し
、
自
身

の
体
へ
の
負
担
を
確
認
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

●
血
圧
は
ど
う
し
て
高
く
な
る
？

　
高
血
圧
は
９
割
が
原
因
不
明

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
喫
煙
、

高
塩
分
食
、
肥
満
、
多
量
飲
酒
、

寝
不
足
、ス
ト
レ
ス
な
ど
の
生
活

習
慣（
環
境
因
子
）や
元
々
の
体

質（
遺
伝
因
子
）が
様
々
重
な
る

こ
と
で
血
圧
が
上
昇
す
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
高
血
圧
の
予
防
は
、
ま
ず
は

　減
塩
と
肥
満
予
防
か
ら
！

　
よ
く
血
圧
が
高
い
人
は
、
塩

分
（
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
を
摂
り
す
ぎ

な
い
よ
う
に
と
言
わ
れ
る
と
思

い
ま
す
。こ
れ
は
、
塩
分
の
多
い

食
事
を
す
る
と
、
体
は
血
液
中

の
塩
分
濃
度
を
下
げ
る
た
め
脳

か
ら
「
の
ど
が
渇
い
た
」
と
命
令

を
送
り
、
多
く
の
水
分
摂
取
を

促
し
ま
す
。水
分
摂
取
に
よ
り

血
液
中
の
塩
分
濃
度
は
正
常
に

薄
ま
り
ま
す
が
、
一方
で
血
液
量

が
増
え
る
た
め
、血
管
に
強
い
圧

力
が
か
か
り
、
血
圧
が
高
く
な

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、味
の
濃
い
食
事（
イ
ン
ス

タ
ン
ト
食
品
や
お
惣
菜
、
外
食

等
）
を
お
い
し
い
と
感
じ
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
れ
に
伴

い
、
ご
飯
が
す
す
む
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
こ
の
よ
う
に
、
高
塩

分
の
食
事
に
は
食
欲
増
進
効
果

が
あ
り
、体
重
増
加（
肥
満
）＝
内

臓
脂
肪
の
増
加
に
繋
が
り
ま
す
。

内
臓
脂
肪
が
増
え
す
ぎ
る
と
脂

肪
組
織
か
ら
悪
玉
物
質
（
ア
ン
ギ

オ
テ
ン
シ
ノ
ー
ゲ
ン
）
が
多
く
分

泌
さ
れ
、
そ
の
作
用
で
血
圧
が
上

が
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
血
圧
を
上
昇
さ
せ
な
い
た
め
に…

　
ま
ず
、取
り
組
み
や
す
い
も
の

と
し
て
「
減
塩
」
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
「
今
ま
で
上
か
ら
か
け

て
い
た
醤
油
を
小
皿
に
入
れ
た

醤
油
に
付
け
て
食
べ
る
よ
う
に

す
る
」「
味
付
け
は
、食
べ
る
直
前

に
行
う
」
な
ど
細
か
い
配
慮
が

大
切
で
す
。そ
の
他
に
も
、「
酸

味（
レ
モ
ン
汁
や
お
酢
）を
使
う
」

「
ス
パ
イ
ス
を
き
か
せ
る
」「
味
の

濃
い
食
事
ば
か
り
に
し
な
い
」

「
だ
し
を
き
か
せ
る
」
等
で
さ
ら

に
塩
分
の
摂
取
を
抑
え
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。ま
た
、
野
菜
に
多

く
含
ま
れ
る
カ
リ
ウ
ム
に
は
、尿

に
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
泄
す
る
働

き
が
あ
り
ま
す
。野
菜
の
摂
取

を
増
や
す
こ
と
も
お
す
す
め
で

す
。(※

カ
リ
ウ
ム
制
限
を
さ
れ
て
い
る

方
を
除
く)

●
日
本
人
の
食
事
摂
取
基
準
の
改
定

　
国
で
は
、
２
０
２
０
年
４
月
か

ら
健
康
の
保
持
・
増
進
を
図
る

上
で
摂
取
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
及
び
栄
養
素
量

の
基
で
あ
る
、「
日
本
人
の
食
事

摂
取
基
準
」が
改
定
さ
れ
、
成
人

の
食
塩
摂
取
量
は
男
性
7.5
ｇ
以

下
、女
性
6.5
ｇ
以
下
と
従
来
よ
り

も
0.5
ｇ
ず
つ
少
な
く
な
り
ま
し

た
。さ
ら
に
高
血
圧
や
糖
尿
病
、

腎
臓
病
等
の
既
往
が
あ
る
方
は
、

6.0
ｇ
以
下
と
さ
れ
、
さ
ら
に「
減

塩
」す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
た
だ
し
、
塩
分
が
不
足
す
る

と
体
の
電
解
質
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
し
ま
い
体
調
不
良
に
繋
が

り
ま
す
。特
に
夏
の
暑
い
時
期
に

は
汗
に
よ
る
ナ
ト
リ
ウ
ム
の
排

泄
が
増
加
し
ま
す
。不
足
や
摂

り
過
ぎ
に
注
意
し
、
適
量
の
塩

分
摂
取
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

外出自粛が続い
ていますが、利
用する人が気持
ちよく利用でき
るよう、ゴミ、雑
草 の 除 去で仁
木駅を綺麗に。

春
の
仁
木
駅
清
掃

　
仁
木
町
高
齢
者
事
業
団
（
水

田
哲
夫
理
事
長
）の
皆
さ
ん
が
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
Ｊ
Ｒ
仁
木

駅
周
辺
の
清
掃
作
業
を
行
い
、

小
雨
交
じ
り
の
中
15
名
の
団
員

の
皆
さ
ん
が
、ゴ
ミ
、雑
草
の
除

去
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　
水
田
理
事
長
は
「
外
出
機
会

が
減
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
閉

じ
こ
も
っ
て
ば
か
り
で
は
ス
ト

レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
う
。

し
っ
か
り
対
策
を
し
た
う
え

で
、
た
ま
に
は
こ
う
し
て
皆
さ

ん
の
元
気
な
顔
を
見
な
い
と
」

と
仲
間
と
の
ひ
と
時
に
笑
顔
を

見
せ
て
い
ま
し
た
。

キ
ュ
ヴ
ェ
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、

依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

町
内
小
中
学
校
で
は
４
月
６
日
・
７
日
に
無

事
入
学
式
を
終
え
、
仁
木
小
24
名
、
銀
山
小

６
名
、
仁
木
中
20
名
、
銀
山
中
７
名
の
新
１

年
生
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
学
校
生
活
の
大
き
な
楽
し
み
の
一

つ
に「
学
校
給
食
」が
あ
り
ま
す
。
町
内
の「
学

校
給
食
共
同
調
理
場
」
で
は
、
赤
井
川
村
の

小
中
学
校
分
も
含
め
、
一
日
に
約
４
５
０
食

を
調
理
し
、
各
学
校
へ
お
い
し
い
給
食
を
届

け
て
い
ま
す
。

●
町
ぐ
る
み
の
『
食
育
』

　
今
年
度
、
町
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
執
行

方
針
の
中
で
『
学
校
給
食
の
充
実
』
を
重
点

項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
仁
木
小
の
栄
養
教
諭
を
中
心
に
、
食
事
の

重
要
性
や
楽
し
さ
、『
食
』
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
を
育
み
、『
食
』
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
に
向

け
た
指
導
と
、地
域
の
産
業
や
文
化
を
学
び
、

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
生
命
を
尊
重

す
る
心
を
育
む
、『
食
育
』
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
町
産
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
を
生
地
に
練
り
込
み
、
見
た
目
も
ほ
ん
の

り
赤
い
『
厚
切
り
ト
マ
ト
食
パ
ン
』
の
開
発

に
取
り
組
む
な
ど
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
23
日
に
は
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
仁

木
町
ト
マ
ト
生
産
組
合
か
ら
、
町
内
小
中
学

校
児
童
・
生
徒
に
町
産
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の

寄
贈
を
受
け
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
お

配
り
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う

し
た
町
民
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、『
食
育
』
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
大
切
な
お
子
さ
ん
は
地
域
の
宝

で
も
あ
り
ま
す
。『
安
全
・
安
心
な
学
校
給

食
の
提
供
』
を
第
一
に
、
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫

や
改
善
に
日
々
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食

「
食
育
」
で
町
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

ま
な
び
の
ス
タ
ー
ト

　ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

新
入
学
児
童
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

手
洗
い
用
せ
っ
け
ん
な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ＪＡ新おたる仁木町
トマト生産組合の兼
重隆幸組合長理事（写
真左）から、「お世話
になっている町民の
皆さんに恩返しの意
味も込め、まずは町
の宝である子どもた
ち に」と、ト マ ト
ジュースを寄贈いた
だきました。「地場産
品をとおして子ども
たちの郷土愛を育ん
でいきます」と岩井
秋男教育長（写真右）
が感謝の言葉。

●
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
若
林 

九
里 
著

図
書
室
通
信

図
書
室
通
信

愛
情
に
満
ち
た
『
こ
と
ば
』
で
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
広
げ
た
い

　
仁
木
町
で
育
つ
、
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
。
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
、

愛
情
に
満
ち
た
「
こ
と
ば
」
を
語
り
か
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
町
で
は
、
絵
本
を
と
お
し
て
心
を
通
い

合
わ
せ
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
親
子
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
で
17
年
目
と
な

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

は
、
６
か
月
児
・
１
歳
６

か
月
児
健
診
の
機
会
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
皆

さ
ま
を
対
象
と
し
た
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
と
絵
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
事

業
で
す
。

※

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
、
当
面
の
間
、

読
み
聞
か
せ
は
実
施
せ
ず
、

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
著
者
の
若
林
九
里
様
（
札
幌
市
）

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
「
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
」
と
い
う
自
伝
小

説
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
温
ま
る
善
意
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
図
書
室
の
開
室
期
間
が
流
動
的
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
開
室
時
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
明
治
40
年
、
徳
島
県
か
ら
仁
木
町
へ
入
植

し
た
開
拓
一
世
の
祖
父
母…

。

　
戦
火
の
中
、
懸
命
に
働
き
生
活
の
礎
を
築

い
た
開
拓
二
世
の
父
や
叔
父…

。

　
厳
し
く
長
い
開
拓
の
日
々
に
続
き
、
戦
禍

に
さ
ら
さ
れ
る
人
々
の
悲
哀…

。

　
そ
う
し
た
激
動
の
時
代
が
、
少
女
・
桂
子

の
素
朴
で
素
直
な
視
線
を
と
お
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
町
に
は
開
拓
３
世
の
方
が
ま
だ
ま
だ
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ま
に

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
文
章

の
背
景
に
あ
る
様
々
な
こ
と
が
胸
に
蘇
り
、

よ
り
『
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
』
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

終
戦
直
後
の
雪
深
い
片
田
舎
で
の
不
自
由
な

生
活
、
そ
し
て
幼
き
親
友
と
の
別
れ―

新型コロナウイルス感染症の影響で休校の続いている町内小中学校。休校期間中の分
散登校日に、ＪＡ新おたる仁木町トマト生産組合から寄贈いただいた真っ赤なトマト
ジュースをお配りしました。「これどこのトマトで作ったの？」と、子どもたちも興
味深々の様子で、マスク越しにもわかる可愛い笑顔で受け取っていました。

新型コロナウイルス感染症の影響で休校の続いている町内小中学校。休校期間中の分
散登校日に、ＪＡ新おたる仁木町トマト生産組合から寄贈いただいた真っ赤なトマト
ジュースをお配りしました。「これどこのトマトで作ったの？」と、子どもたちも興
味深々の様子で、マスク越しにもわかる可愛い笑顔で受け取っていました。

車座になって読み手の
声に耳を傾ける赤ちゃ
んと保護者の皆さん。
絵本の温かさ、読み手
の愛情が伝わります。

委員会
　 だより

02
No.

●児童・生徒作品集

銀
山
小
学
校  

６
年

矢
　
野
　
保
奈
実

ボ
ー
ル
を
投
げ
よ
う

と
す
る
自
分

●内容へのご意見、お問い合わせは　仁木町教育委員会　☎32-3621

　
ハ
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
時
の
自
分
を
、

版
画
に
し
ま
し
た
。
服
の
シ
ワ
を
ほ
る
の
を
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
目
立
つ
よ
う
に
、
背
景
の
ほ
り
方

を
工
夫
し
ま
し
た
。

　
４
月
24
日
、
仁
木
建
設
協
会
（
仁
木
洋
会
長
）

か
ら
、
町
内
の
新
小
学
１
年
生
を
対
象
に
、
交

通
安
全
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
手
渡
し
で
は
な
く
配
送

で
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

寄
贈
は
今
年
で
９
年
目
。 

長
年
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
余
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
三
浦

文
夫
会
長
）
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
手
洗
い

等
で
衛
生
管
理
の
一
助
と
な
る
よ
う

に
と
、
町
内
の
各
学
校
に
手
洗
い
用

せ
っ
け
ん
計
20
リ
ッ
ト
ル
な
ど
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
温
ま
る
善

意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、

依
然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

町
内
小
中
学
校
で
は
４
月
６
日
・
７
日
に
無

事
入
学
式
を
終
え
、
仁
木
小
24
名
、
銀
山
小

６
名
、
仁
木
中
20
名
、
銀
山
中
７
名
の
新
１

年
生
が
仲
間
入
り
し
ま
し
た
。

　
新
た
な
学
校
生
活
の
大
き
な
楽
し
み
の
一

つ
に「
学
校
給
食
」が
あ
り
ま
す
。
町
内
の「
学

校
給
食
共
同
調
理
場
」
で
は
、
赤
井
川
村
の

小
中
学
校
分
も
含
め
、
一
日
に
約
４
５
０
食

を
調
理
し
、
各
学
校
へ
お
い
し
い
給
食
を
届

け
て
い
ま
す
。

●
町
ぐ
る
み
の
『
食
育
』

　
今
年
度
、
町
教
育
委
員
会
は
、
そ
の
執
行

方
針
の
中
で
『
学
校
給
食
の
充
実
』
を
重
点

項
目
と
し
て
掲
げ
て
い
ま
す
。

　
仁
木
小
の
栄
養
教
諭
を
中
心
に
、
食
事
の

重
要
性
や
楽
し
さ
、『
食
』
へ
の
感
謝
の
気

持
ち
な
ど
を
育
み
、『
食
』
に
関
す
る
正
し

い
知
識
と
、
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
に
向

け
た
指
導
と
、地
域
の
産
業
や
文
化
を
学
び
、

生
産
者
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
や
生
命
を
尊
重

す
る
心
を
育
む
、『
食
育
』
の
充
実
を
図
っ

て
い
ま
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
町
産
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー

ス
を
生
地
に
練
り
込
み
、
見
た
目
も
ほ
ん
の

り
赤
い
『
厚
切
り
ト
マ
ト
食
パ
ン
』
の
開
発

に
取
り
組
む
な
ど
、
地
場
産
品
を
活
用
し
た

メ
ニ
ュ
ー
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
23
日
に
は
Ｊ
Ａ
新
お
た
る
仁

木
町
ト
マ
ト
生
産
組
合
か
ら
、
町
内
小
中
学

校
児
童
・
生
徒
に
町
産
ト
マ
ト
ジ
ュ
ー
ス
の

寄
贈
を
受
け
、
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
に
お

配
り
し
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
う

し
た
町
民
皆
さ
ま
の
温
か
い
ご
協
力
も
い
た

だ
き
な
が
ら
、『
食
育
』
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
大
切
な
お
子
さ
ん
は
地
域
の
宝

で
も
あ
り
ま
す
。『
安
全
・
安
心
な
学
校
給

食
の
提
供
』
を
第
一
に
、
メ
ニ
ュ
ー
の
工
夫

や
改
善
に
日
々
努
め
て
い
き
ま
す
。

安
全
・
安
心
な
学
校
給
食

「
食
育
」
で
町
の
魅
力
を
子
ど
も
た
ち
に

ま
な
び
の
ス
タ
ー
ト

　ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

新
入
学
児
童
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

手
洗
い
用
せ
っ
け
ん
な
ど
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

ＪＡ新おたる仁木町
トマト生産組合の兼
重隆幸組合長理事（写
真左）から、「お世話
になっている町民の
皆さんに恩返しの意
味も込め、まずは町
の宝である子どもた
ち に」と、ト マ ト
ジュースを寄贈いた
だきました。「地場産
品をとおして子ども
たちの郷土愛を育ん
でいきます」と岩井
秋男教育長（写真右）
が感謝の言葉。

●
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
若
林 

九
里 

著

図
書
室
通
信

図
書
室
通
信

愛
情
に
満
ち
た
『
こ
と
ば
』
で
赤
ち
ゃ
ん
の
幸
せ
を
広
げ
た
い

　
仁
木
町
で
育
つ
、
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も
た
ち
。
一
緒
の
時
間
を
過
ご
し
、

愛
情
に
満
ち
た
「
こ
と
ば
」
を
語
り
か
け
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
は
愛
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
知
り
、
喜
び
を
感
じ
ま
す
。
町
で
は
、
絵
本
を
と
お
し
て
心
を
通
い

合
わ
せ
、
幸
せ
を
感
じ
ら
れ
る
親
子
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す
。

　
今
年
度
で
17
年
目
と
な

る
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業

は
、
６
か
月
児
・
１
歳
６

か
月
児
健
診
の
機
会
に
、

赤
ち
ゃ
ん
と
保
護
者
の
皆

さ
ま
を
対
象
と
し
た
、
絵

本
の
読
み
聞
か
せ
と
絵
本

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
う
事

業
で
す
。

※

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
、
当
面
の
間
、

読
み
聞
か
せ
は
実
施
せ
ず
、

絵
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
み
実

施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
著
者
の
若
林
九
里
様
（
札
幌
市
）

よ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
読
ん
で
い
た
だ
き
た

い
と
「
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
」
と
い
う
自
伝
小

説
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
温
ま
る
善
意
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
対
策
の
た

め
、
図
書
室
の
開
室
期
間
が
流
動
的
と
な
っ
て
お

り
ま
す
が
、
開
室
時
に
は
是
非
お
立
ち
寄
り
い
た

だ
き
、
読
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
明
治
40
年
、
徳
島
県
か
ら
仁
木
町
へ
入
植

し
た
開
拓
一
世
の
祖
父
母…

。

　
戦
火
の
中
、
懸
命
に
働
き
生
活
の
礎
を
築

い
た
開
拓
二
世
の
父
や
叔
父…

。

　
厳
し
く
長
い
開
拓
の
日
々
に
続
き
、
戦
禍

に
さ
ら
さ
れ
る
人
々
の
悲
哀…

。

　
そ
う
し
た
激
動
の
時
代
が
、
少
女
・
桂
子

の
素
朴
で
素
直
な
視
線
を
と
お
し
て
描
か
れ

て
い
ま
す
。

　
町
に
は
開
拓
３
世
の
方
が
ま
だ
ま
だ
大
勢

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
皆
さ
ま
に

手
に
取
っ
て
読
ん
で
い
た
だ
け
れ
ば
、
文
章

の
背
景
に
あ
る
様
々
な
こ
と
が
胸
に
蘇
り
、

よ
り
『
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
』
を
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

終
戦
直
後
の
雪
深
い
片
田
舎
で
の
不
自
由
な

生
活
、
そ
し
て
幼
き
親
友
と
の
別
れ―

新型コロナウイルス感染症の影響で休校の続いている町内小中学校。休校期間中の分
散登校日に、ＪＡ新おたる仁木町トマト生産組合から寄贈いただいた真っ赤なトマト
ジュースをお配りしました。「これどこのトマトで作ったの？」と、子どもたちも興
味深々の様子で、マスク越しにもわかる可愛い笑顔で受け取っていました。

新型コロナウイルス感染症の影響で休校の続いている町内小中学校。休校期間中の分
散登校日に、ＪＡ新おたる仁木町トマト生産組合から寄贈いただいた真っ赤なトマト
ジュースをお配りしました。「これどこのトマトで作ったの？」と、子どもたちも興
味深々の様子で、マスク越しにもわかる可愛い笑顔で受け取っていました。

車座になって読み手の
声に耳を傾ける赤ちゃ
んと保護者の皆さん。
絵本の温かさ、読み手
の愛情が伝わります。

委員会
　 だより

02
No.

●児童・生徒作品集

銀
山
小
学
校  

６
年

矢
　
野
　
保
奈
実

ボ
ー
ル
を
投
げ
よ
う

と
す
る
自
分

●内容へのご意見、お問い合わせは　仁木町教育委員会　☎32-3621

　
ハ
ン
ド
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
を
し
て
い
る
時
の
自
分
を
、

版
画
に
し
ま
し
た
。
服
の
シ
ワ
を
ほ
る
の
を
が
ん
ば
り

ま
し
た
。
ボ
ー
ル
が
目
立
つ
よ
う
に
、
背
景
の
ほ
り
方

を
工
夫
し
ま
し
た
。

　
４
月
24
日
、
仁
木
建
設
協
会
（
仁
木
洋
会
長
）

か
ら
、
町
内
の
新
小
学
１
年
生
を
対
象
に
、
交

通
安
全
や
事
故
防
止
を
目
的
と
し
て
、
自
転
車

用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

に
ご
配
慮
い
た
だ
き
、
手
渡
し
で
は
な
く
配
送

で
ご
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の

寄
贈
は
今
年
で
９
年
目
。 

長
年
の
ご
厚
意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
余
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
三
浦

文
夫
会
長
）
か
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
手
洗
い

等
で
衛
生
管
理
の
一
助
と
な
る
よ
う

に
と
、
町
内
の
各
学
校
に
手
洗
い
用

せ
っ
け
ん
計
20
リ
ッ
ト
ル
な
ど
を
寄

贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
温
ま
る
善

意
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



教育委員会だより

仁木町学校教育基本方針の策定について
～小中一貫教育（アンケート調査結果）～

　仁木町教育委員会では、保育所（園）、小学生及び中学生のお子さまがいる世帯を対象とし、本年１
月に仁木町学校教育基本方針策定に係るアンケート調査を実施しました。
　つきましては、本アンケート調査の集計ができましたので、特に住民の皆さまの関心が高いと思われ
る２つの設問について掲載します。
　また、詳しい調査結果につきましては、町のホームページに掲載しています。
　(ＵＲＬ　http://www.town.niki.hokkaido.jp）

●お問い合わせ先　教育委員会総務学校教育係　☎32-3621

第３回

●「仁木町学校教育基本方針」策定に係るアンケート調査結果について

●仁木町に小中一貫教育を導入することに
　ついてどう思いますか。

●どのような学校（校舎）形態が良いと
　思いますか。

①導入しない方が良い
②どちらかといえば導入しない方が良い
③どちらともいえない
④どちらかといえば導入した方が良い
⑤導入した方が良い

①その他
②わからない
③銀山小中学校を一体化
④中学校を一校に統合
⑤現状維持
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産業課農政係
☎32-2515

町からのお知らせ

わな猟免許・第一種猟銃免許・猟銃
所持許可取得補助金制度

　わな猟免許は14千円、第一種銃猟免許は
17千円、猟銃所持許可は75千円が補助上限
です。なお、銃猟免許取得及び猟銃所持許
可については50歳以下の方が対象です。
　免許取得後10年間は、北海道猟友会仁木
支部及び仁木町鳥獣被害対策実施隊への加

入が必要で、狩猟免許及び猟銃取得後の狩
猟方法、具体的な被害軽減対策についても
先輩方がサポートします。
　取得を希望される方、詳しい情報を希望
される方は事前に上記担当までお問い合わ
せください。

住宅地などでの農薬散布に注意
しましょう

　春から秋にかけて、農薬を散布する機会が多くなります。学校等の公共施設や住宅地付近の畑等
では、周辺住民への健康被害が生じないように、通学時間等人通りの多い時間帯を避けたり、散布
時に周囲の方へお知らせするなど、ご配慮をよろしくお願いします。

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

鳥獣被害防止対策機器の補助金

　町では、エゾシカなどの農作業被害を軽減するため有害鳥獣対策に必要な銃猟免許及びわな猟免
許などの資格取得に対する補助を行っています。

　狩猟免許とあわせて、町では令和元年度
より、10アール以上の農地を所有する農業
者を対象にアライグマ用箱わな、シカ用く
くりわな、シカ侵入防止電気柵の購入につ
いて一定の補助を実施しています。
　アライグマ用箱わなは、補助率２／３
（補助限度額８千円）で、わな猟免許所持
又は、アライグマ防除に係る講習受講が必
要です。シカ用くくりわなは、補助率２／
３（補助限度額８千円）で、わな猟免許所

持とわな保険の加入が必要です。わな免許取
得の制度とあわせてご検討ください。シカ侵
入防止電気柵は補助率２／３（補助限度額
80千円）です。
　また、補助した機器については、設置日数
と捕獲した個体数などを町に報告していただ
く必要があります。有害鳥獣からの被害軽減
は皆さま一人ひとりの力が重要です。
　詳しい情報は上記担当までお問い合わせく
ださい。

　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関連
機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お気
軽にお問い合わせ先までご連絡ください。
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産業課農政係
☎32-2515

町からのお知らせ

わな猟免許・第一種猟銃免許・猟銃
所持許可取得補助金制度

　わな猟免許は14千円、第一種銃猟免許は
17千円、猟銃所持許可は75千円が補助上限
です。なお、銃猟免許取得及び猟銃所持許
可については50歳以下の方が対象です。
　免許取得後10年間は、北海道猟友会仁木
支部及び仁木町鳥獣被害対策実施隊への加

入が必要で、狩猟免許及び猟銃取得後の狩
猟方法、具体的な被害軽減対策についても
先輩方がサポートします。
　取得を希望される方、詳しい情報を希望
される方は事前に上記担当までお問い合わ
せください。

住宅地などでの農薬散布に注意
しましょう

　春から秋にかけて、農薬を散布する機会が多くなります。学校等の公共施設や住宅地付近の畑等
では、周辺住民への健康被害が生じないように、通学時間等人通りの多い時間帯を避けたり、散布
時に周囲の方へお知らせするなど、ご配慮をよろしくお願いします。

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

産業課農政係
☎32-2515

お 問 い 合 わ せ 先

鳥獣被害防止対策機器の補助金

　町では、エゾシカなどの農作業被害を軽減するため有害鳥獣対策に必要な銃猟免許及びわな猟免
許などの資格取得に対する補助を行っています。

　狩猟免許とあわせて、町では令和元年度
より、10アール以上の農地を所有する農業
者を対象にアライグマ用箱わな、シカ用く
くりわな、シカ侵入防止電気柵の購入につ
いて一定の補助を実施しています。
　アライグマ用箱わなは、補助率２／３
（補助限度額８千円）で、わな猟免許所持
又は、アライグマ防除に係る講習受講が必
要です。シカ用くくりわなは、補助率２／
３（補助限度額８千円）で、わな猟免許所

持とわな保険の加入が必要です。わな免許取
得の制度とあわせてご検討ください。シカ侵
入防止電気柵は補助率２／３（補助限度額
80千円）です。
　また、補助した機器については、設置日数
と捕獲した個体数などを町に報告していただ
く必要があります。有害鳥獣からの被害軽減
は皆さま一人ひとりの力が重要です。
　詳しい情報は上記担当までお問い合わせく
ださい。

　仁木町が取り組んでいる各種事業・施策、国・北海道・関連
機関からのお知らせなど、暮らしに役立つ情報をご紹介します。
　活用してみたい制度や、気になる情報がありましたら、お気
軽にお問い合わせ先までご連絡ください。



住民課おもいやり係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先ヘルプマークとヘルプカードを配付
しています

●ヘルプマーク、ヘルプカードって？
　義足を使用している方や内部障がいの方、また
は妊娠初期の方など、外見からは援助・配慮を必
要としているのが分かりにくい方が、周囲へそれ
を知らせることで、サポートを得やすくなるよう
作成したものが「ヘルプマーク」です。
　また、障がいのある人の中には様々な理由で、
自分から「困った」と伝えられない人がいます。
「ヘルプカード」はそうした方が助けを求めやす
くなるよう作成したものです。
●どんな人がもらえるの？
・ヘルプマーク

　上記のように外見から援助・配慮を必要とし
ていることがわかりにくい方
・ヘルプカード

　周囲から助けが必要なときに「ヘルプカー
ド」を活用したい方

●配付について
　配付場所：住民課おもいやり係
・ヘルプマーク

　障害者手帳などは不要ですので窓口までお
越しください。
・ヘルプカード

　上記窓口でお渡しのほか、仁木町のホーム
ページ（http://www.town.niki.hokkaido.jp/）
から「健康・福祉」の「ヘルプカード」より
ダウンロードし、プリントアウトしてお使い
いただくことも可能です。

財政課税務係
☎32-2512

皆さんの暮らしを支える大切な財源となります

町税は納期内に納めましょう
お 問 い 合 わ せ 先

●暮らしを支える町税と国保税
　町税と国民健康保険税は、暮らしや地域医療
を支える大切な財源となり、皆さんで公平に負
担しています。
　納められた町税は、ごみの処理や道路維持、
公園整備、教育、消防、子育て支援や各種福祉
サービスに使われています。
●皆さんからの納税がなければ
　町の財源が不足して、行政サービスの低下を
招き、ご不便をかけることとなります。

●納付は期限内に
　期限内に納付している人との公平性が保てな
くなりますので、町税と国保税は必ず期限内に
納めてください。
　また、期限を過ぎて納付された場合、期限内に
納付された方との公平性を保つため、本税のほ
かに延滞金がかかりますので、ご注意ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症等の影響に
よる、徴収猶予のご相談は、上記担当までお問い
合わせください。

左：ヘルプマーク　右：ヘルプカード

 

建設課土木係
☎32-2516

建設発生土の受け入れ希望者を募集
しています

　令和２年度以降の余市川改修工事により発生する建設発生土の受入地確保について、小樽建設管理部余
市出張所から依頼がありましたので、受け入れを希望される方は、上記担当までご連絡ください。
　発生時期は令和２年度～６年度で、約15万㎥の砂質土・礫質土の発生が予想されてます。

お 問 い 合 わ せ 先

知ってますか？
道の「苦情審査委員」制度

①苦情申立の窓口は、道庁の『道政相談センター』か各総合振興局（振興局）の総務課となります。
②苦情申立書の付いたリーフレットを用意しています。
③ホームページからでも申立書をダウンロードできます。
　→ 道トップページの「総合案内」の
　　道政相談等の窓口
　　　→ 「２　苦情審査委員の窓口」の
　　　　道政に関する苦情申立ては、北海道苦情審査委員へ
　　　　→ ４　苦情申立てについて（申立書はこちら）
④申立て方法は、「苦情申立書」に必要な事項を記入し、提出してください。
　また、郵送、ファックス、メールでも申立てができます。
⑤問い合わせ先
・北海道総合政策部知事室道政相談センター（〒060-8588  札幌市中央区北３条西６丁目）
　☎ 011-204-5523（直通）　FAX 011-241-8181
　メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
・各総合振興局（振興局）総務課

お 問 い 合 わ せ 先

○道が行った業務や制度の内容を審査する制度が、「北海道苦情審査委員」制度です。
○皆さん自身の利害に係わる苦情であれば、「苦情審査委員」に申立てができます。
○皆さんに代わって、「苦情審査委員」が公正で中立的な立場から、道の関係機関に対し、必要な調
査等を行います。
○審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。
○もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。

北海道総合政策部知事室道政相談センター
☎011-204-5523（直通）

●苦情申立ての方法

ハローワーク余市
☎22-3288

６月は
『外国人労働者問題啓発月間』です

お 問 い 合 わ せ 先

　なお、厚生労働省では労働施策総合推進法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針
を定めていますので、ご確認いただき、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇用するよう
お願いします。
　詳細につきましては上記担当までお問い合わせください。

　国内で就労している外国人は多数おりますが、その就労状況をみると、社会保険等の未加入や適正な
労働条件が確保されていない等の問題が散見されます。
　このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際は、次の３点をご確認ください。

①就労が認められる在留資格であること
②雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出を行うこと
③労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な雇用管理を行うこと

11 令和２年５月 10令和２年５月
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住民課おもいやり係
☎32-2513

お 問 い 合 わ せ 先ヘルプマークとヘルプカードを配付
しています

●ヘルプマーク、ヘルプカードって？
　義足を使用している方や内部障がいの方、また
は妊娠初期の方など、外見からは援助・配慮を必
要としているのが分かりにくい方が、周囲へそれ
を知らせることで、サポートを得やすくなるよう
作成したものが「ヘルプマーク」です。
　また、障がいのある人の中には様々な理由で、
自分から「困った」と伝えられない人がいます。
「ヘルプカード」はそうした方が助けを求めやす
くなるよう作成したものです。
●どんな人がもらえるの？
・ヘルプマーク

　上記のように外見から援助・配慮を必要とし
ていることがわかりにくい方
・ヘルプカード

　周囲から助けが必要なときに「ヘルプカー
ド」を活用したい方

●配付について
　配付場所：住民課おもいやり係
・ヘルプマーク

　障害者手帳などは不要ですので窓口までお
越しください。
・ヘルプカード

　上記窓口でお渡しのほか、仁木町のホーム
ページ（http://www.town.niki.hokkaido.jp/）
から「健康・福祉」の「ヘルプカード」より
ダウンロードし、プリントアウトしてお使い
いただくことも可能です。

財政課税務係
☎32-2512

皆さんの暮らしを支える大切な財源となります

町税は納期内に納めましょう
お 問 い 合 わ せ 先

●暮らしを支える町税と国保税
　町税と国民健康保険税は、暮らしや地域医療
を支える大切な財源となり、皆さんで公平に負
担しています。
　納められた町税は、ごみの処理や道路維持、
公園整備、教育、消防、子育て支援や各種福祉
サービスに使われています。
●皆さんからの納税がなければ
　町の財源が不足して、行政サービスの低下を
招き、ご不便をかけることとなります。

●納付は期限内に
　期限内に納付している人との公平性が保てな
くなりますので、町税と国保税は必ず期限内に
納めてください。
　また、期限を過ぎて納付された場合、期限内に
納付された方との公平性を保つため、本税のほ
かに延滞金がかかりますので、ご注意ください。
　なお、新型コロナウイルス感染症等の影響に
よる、徴収猶予のご相談は、上記担当までお問い
合わせください。

左：ヘルプマーク　右：ヘルプカード

 

建設課土木係
☎32-2516

建設発生土の受け入れ希望者を募集
しています

　令和２年度以降の余市川改修工事により発生する建設発生土の受入地確保について、小樽建設管理部余
市出張所から依頼がありましたので、受け入れを希望される方は、上記担当までご連絡ください。
　発生時期は令和２年度～６年度で、約15万㎥の砂質土・礫質土の発生が予想されてます。

お 問 い 合 わ せ 先

知ってますか？
道の「苦情審査委員」制度

①苦情申立の窓口は、道庁の『道政相談センター』か各総合振興局（振興局）の総務課となります。
②苦情申立書の付いたリーフレットを用意しています。
③ホームページからでも申立書をダウンロードできます。
　→ 道トップページの「総合案内」の
　　道政相談等の窓口
　　　→ 「２　苦情審査委員の窓口」の
　　　　道政に関する苦情申立ては、北海道苦情審査委員へ
　　　　→ ４　苦情申立てについて（申立書はこちら）
④申立て方法は、「苦情申立書」に必要な事項を記入し、提出してください。
　また、郵送、ファックス、メールでも申立てができます。
⑤問い合わせ先
・北海道総合政策部知事室道政相談センター（〒060-8588  札幌市中央区北３条西６丁目）
　☎ 011-204-5523（直通）　FAX 011-241-8181
　メール　kujyou.koueki@pref.hokkaido.lg.jp
・各総合振興局（振興局）総務課

お 問 い 合 わ せ 先

○道が行った業務や制度の内容を審査する制度が、「北海道苦情審査委員」制度です。
○皆さん自身の利害に係わる苦情であれば、「苦情審査委員」に申立てができます。
○皆さんに代わって、「苦情審査委員」が公正で中立的な立場から、道の関係機関に対し、必要な調
査等を行います。
○審査の結果、道の業務に不備な点や制度に問題があるときは、道の機関に是正や改善を求めます。
○もちろん、個人情報の保護にも十分配慮します。

北海道総合政策部知事室道政相談センター
☎011-204-5523（直通）

●苦情申立ての方法

ハローワーク余市
☎22-3288

６月は
『外国人労働者問題啓発月間』です

お 問 い 合 わ せ 先

　なお、厚生労働省では労働施策総合推進法に基づく、外国人労働者の適正な雇用管理のための指針
を定めていますので、ご確認いただき、外国人を雇用する際は、ルールを守って適正に雇用するよう
お願いします。
　詳細につきましては上記担当までお問い合わせください。

　国内で就労している外国人は多数おりますが、その就労状況をみると、社会保険等の未加入や適正な
労働条件が確保されていない等の問題が散見されます。
　このような状況を踏まえ、外国人を雇い入れる際は、次の３点をご確認ください。

①就労が認められる在留資格であること
②雇入れ・離職の際には、それぞれハローワークに届出を行うこと
③労働保険・社会保険等の加入をはじめ適正な雇用管理を行うこと
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●適切にインターネットを利用する
　SNSを利用して子どもたちを言葉巧みに誘い
出し、事件やトラブルに巻き込まれる深刻な事件
が発生しています。インターネットに関する知
識、情報モラルやコミュニケーション能力を親子
で身につけ、正しく利用することが重要です。
●家庭のルールを作る
　長時間利用によるネットの依存症も増加してい
ます。適切な生活習慣が身につけられるように、
お子さまと一緒に話し合い、それぞれご家庭の

ルールを作りましょう。「利用時間は夜９時ま
で」など、ルールは具体的に決めることがポイン
トです。
●フィルタリングなどを設定する
　「フィルタリング」は、知識が十分でないお子
さまが、不用意に違法・有害サイトにアクセスし
ないよう制限する機能です。子どもたちが事件・
事故に巻き込まれないようにスマートフォン等に
は必ず「フィルタリング」を設定してください。

●あなたの無線機器は大丈夫？
　インターネット通販や、海外から持ち込んだ外国規格の無線器は、テレビや重要な
無線通信に妨害を起こす恐れがあるため、国内では使用できないものがあります。
購入の際には必ず、「技能マーク」がついているか確認の上購入してください。

　総務省では、６月１日を「電波の日」と定め、６月10日までの「電波利用環境保護周知啓発強化
期間」に、電波利用に関するルールの周知・啓発活動を行います。総務省北海道総合通信局では、電
波監視の使われ方を監視し、適正な電波環境の維持に努めています。

技能マーク

総務省北海道総合通信局
☎（011）737-0099

ほけん課保健係
☎32-2514

６月１日は『電波の日』です
お 問 い 合 わ せ 先

　実際に起きたトラブル事例をもとに、予防法と対策法を「インターネットトラブル事例集（2018
年度版）」として取りまとめましたのでご活用ください。https://www.soumu.go.jp/main_sosiki/
joho_tsusin/kyouiku_joho-ka/jireishu.html（検索ワード：総務省インターネットトラブル事例集）

　満18歳未満のお子さまにスマートフォン等、インターネット接続機器を利用させる場合、保護者
の方は次の点に充分注意してください。

総務省北海道総合通信局
☎（011）709-2311（内線4704）

お子さまが安心安全にスマートフォンを
利用するために

お 問 い 合 わ せ 先

民生委員児童委員（敬称略）

主任児童委員（敬称略）

村井　康男（東町13-31 ☎32-2354）
＝東町稲園、北町協和、北町コスモス30

西岡千恵子（大江1-15 ☎32-3632）
＝南町桜台、大江第１、大江更進

大原知恵美（大江２-956-2 ☎32-3441）
＝大江第２、大江中央、大江第３

菊池　修身（銀山２-537-1 ☎33-5233）
＝銀山第１、銀山第２、銀山中央、銀山稲穂

芳岡　　廣（銀山３-122 ☎33-5006）
＝銀山共栄、銀山第３、銀山ぎんれい36

加藤　浩子（長沢南13-1 ☎33-5770）
＝長沢南、尾根内

東郷　昌弘（北町３-85 ☎32-2678）
＝仁木地区、然別地区

菅　　　敦（銀山２-222 ☎33-5425）
＝大江地区、銀山地区

浅田　澄枝（北町８-9-2 ☎32-2775）
＝北町日の出、北町中央第一、北町ふれあい39

福井　祥子（北町３-80 ☎32-3541）
＝北町中央第２ 北町銀座

森川　一美（北町１-6-7　☎32-3709）
＝北町中央第３、北町中央第４、北町中央第５

林　　伸一（東町９-13　☎32-2117）
＝東町金光、東町瑞穂、東町緑、東町みずほ32

乙茂内正悦（西町２-22-11　☎32-3239）
＝西町表通、旭台

髙橋　利幸（南町10-100-3　☎32-2433）
＝西町西部、西町民生、南町東睦、南町種川、砥の川

本田　治子（然別536-2　☎31-3810）
＝然別

●風しんの予防接種は、現在、予防接種法に基づ
き公的に行われています。しかし、公的な接種
を受ける機会がなかった昭和37年４月２日か
ら昭和54年４月１日の間に生まれた男性は、
抗体保有率が他の世代に比べて低く(約80％)
なっています。

●そのため、令和４年３月31日までの期間に限
り、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日
の間に生まれた男性を風しんの定期接種※の対
象者とし、クーポン券をお届けします。　

※予防接種法（昭和23年法律第68号）第５条第

１項の規定に基づく定期の予防接種
●対象者の方には、お届けするクーポン券を利用
して、まず抗体検査を受けていただき、抗体検
査の結果、十分な量の抗体がない方は、定期接
種の対象となります。

※今年度は国の指針に基づき、昭和37年４月２
日～昭和54年４月１日生まれの方にクーポン
券を送付しています。

　令和２年3月以降に本町へ転入し、転入前に当
クーポン券未使用で抗体検査を希望される方
は、上記お問い合わせ先までご連絡ください。

令和4年３月31日までの期間、風しん抗
体検査・予防接種を公費で受けられます
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お 問 い 合 わ せ 先
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　満18歳未満のお子さまにスマートフォン等、インターネット接続機器を利用させる場合、保護者
の方は次の点に充分注意してください。

総務省北海道総合通信局
☎（011）709-2311（内線4704）

お子さまが安心安全にスマートフォンを
利用するために

お 問 い 合 わ せ 先

民生委員児童委員（敬称略）

主任児童委員（敬称略）

村井　康男（東町13-31 ☎32-2354）
＝東町稲園、北町協和、北町コスモス30

西岡千恵子（大江1-15 ☎32-3632）
＝南町桜台、大江第１、大江更進

大原知恵美（大江２-956-2 ☎32-3441）
＝大江第２、大江中央、大江第３

菊池　修身（銀山２-537-1 ☎33-5233）
＝銀山第１、銀山第２、銀山中央、銀山稲穂

芳岡　　廣（銀山３-122 ☎33-5006）
＝銀山共栄、銀山第３、銀山ぎんれい36

加藤　浩子（長沢南13-1 ☎33-5770）
＝長沢南、尾根内

東郷　昌弘（北町３-85 ☎32-2678）
＝仁木地区、然別地区

菅　　　敦（銀山２-222 ☎33-5425）
＝大江地区、銀山地区

浅田　澄枝（北町８-9-2 ☎32-2775）
＝北町日の出、北町中央第一、北町ふれあい39

福井　祥子（北町３-80 ☎32-3541）
＝北町中央第２ 北町銀座

森川　一美（北町１-6-7　☎32-3709）
＝北町中央第３、北町中央第４、北町中央第５

林　　伸一（東町９-13　☎32-2117）
＝東町金光、東町瑞穂、東町緑、東町みずほ32

乙茂内正悦（西町２-22-11　☎32-3239）
＝西町表通、旭台

髙橋　利幸（南町10-100-3　☎32-2433）
＝西町西部、西町民生、南町東睦、南町種川、砥の川

本田　治子（然別536-2　☎31-3810）
＝然別

●風しんの予防接種は、現在、予防接種法に基づ
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●そのため、令和４年３月31日までの期間に限
り、昭和37年４月２日から昭和54年４月１日
の間に生まれた男性を風しんの定期接種※の対
象者とし、クーポン券をお届けします。　

※予防接種法（昭和23年法律第68号）第５条第

１項の規定に基づく定期の予防接種
●対象者の方には、お届けするクーポン券を利用
して、まず抗体検査を受けていただき、抗体検
査の結果、十分な量の抗体がない方は、定期接
種の対象となります。

※今年度は国の指針に基づき、昭和37年４月２
日～昭和54年４月１日生まれの方にクーポン
券を送付しています。

　令和２年3月以降に本町へ転入し、転入前に当
クーポン券未使用で抗体検査を希望される方
は、上記お問い合わせ先までご連絡ください。

令和4年３月31日までの期間、風しん抗
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農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

春
の
行
楽
期
の
交
通
安
全
運
動

が
は
じ
ま
り
ま
す

●
「
年
金
振
込
通
知
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
６
回
に
そ

れ
ぞ
れ
前
２
か
月
分
（
６
月

に
支
給
さ
れ
る
の
は
４
月
分

と
５
月
分
の
年
金
で
す
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
年

度
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
を

お
知
ら
せ
す
る
「
年
金
振
込

通
知
書
」
は
、
毎
年
６
月
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
通
知
書
は
向
こ
う
１

年
間
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
年

度
途
中
で
年
金
額
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

●
年
金
事
務
所
に
相
談
に
行

か
れ
る
際
に
は
ご
予
約
を

お
勧
め
し
ま
す

　
小
樽
年
金
事
務
所
で
は
、

予
約
に
よ
る
年
金
相
談
を

善
意
に
感
謝

　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄

附
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
若
林 

九
里
様（
札
幌
市
）よ
り

　
書
籍『
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
』

　
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
用

●
仁
木
建
設
協
会
様（
会
長 

仁
木
洋
様
）よ
り

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

28
個

　
新
入
学
児
童
交
通
安
全
の
た
め

●
株
式
会
社
ニ
ッ
ト
ー
様
（
代
表
取
締
役
会

長  

髙
谷
佳
克 

様
／
札
幌
市
）よ
り

　
紙
マ
ス
ク 

５
０
０
枚

　
衛
生
管
理
・
感
染
症
予
防
の
た
め

●
余
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
（
会
長  

三

浦
文
夫 

様
／
余
市
町
）よ
り

　
手
洗
い
用
せ
っ
け
ん
　
ポ
ン
プ
10
個
・

　
詰
替
20
ℓ

　
衛
生
管
理
・
感
染
症
予
防
の
た
め
（
町
内

　
小
中
学
校
用
）

●
稲
畑
産
業
株
式
会
社
様
（
代
表
取
締
役
社

長  

稲
畑
勝
太
郎 

様
／
東
京
都
）よ
り

　
紙
マ
ス
ク 

１
０
０
０
枚

　
衛
生
管
理
・
感
染
症
予
防
の
た
め

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・

女
子
）、技
術
海
上
・
航
空
幹
部
、技
術
海
曹
・

空
曹
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
、18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。応
募
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

 

　 

小
樽
地
域
事
務
所

 

　 

（
〇
一
三
四
）二
二
ー
五
五
二
一

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

第
４
子
の
誕
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩 

本  

光 

馬 
ち
ゃ
ん

　
大
江
の
岩
本
勇
さ
ん
宅
に
、
４
人
目
の

お
子
さ
ん
が
誕
生
し
、
佐
藤
町
長
か
ら
出

産
祝
い
金
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
本
さ
ん
、
新
し
い
ご
家
族
の
誕
生
、

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
写

真
撮
影
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

沖
田
フ
ミ
さ
ん
　
平
島
ト
キ
さ
ん

　
こ
の
た
び
、
沖
田
フ
ミ
さ
ん
、
平
島
ト
キ

さ
ん
が
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、佐

藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
品
を
贈
ら
せ
て
い

行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
約
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
事

前
準
備
が
さ
れ
て
お
り
、
待

ち
時
間
も
無
く
ス
ム
ー
ズ
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
相
談
会
場
は
小
樽
年
金
事

務
所
。
予
約
相
談
の
実
施
時

間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
。
予

約
申
し
込
み
は
、
予
約
受
付

専
用
電
話
☎
〇
五
七
〇
ー
〇

五
ー
四
八
九
〇
ま
で
。

　
国
民
年
金
に
係
る
照
会
や

相
談
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

　 

小
樽
年
金
事
務
所

 

　 

（
〇
一
三
四
）
六
五
ー
五
〇
〇
二

 

　 

住
民
課
住
民
係

 

　 

三
二
ー
二
五
一
三

●
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
交
通
安
全

①
観
光
、
行
楽
に
伴
う
交
通

　
事
故
防
止

　
運
転
者
・
同
乗
者
は
、
時

間
に
余
裕
を
も
ち
、長
時
間
・

長
距
離
の
運
転
に
な
ら
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
高
齢
者
は
、明
る
い
服
装
、

反
射
材
等
を
身
に
つ
け
、
運

転
者
か
ら
確
認
し
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
転
車
の
安
全
利
用

　
自
転
車
は
車
両
で
す
。「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
理

解
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

④
全
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　
後
部
座
席
も
含
め
、
全
員

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

不
意
の
事
故
か
ら
命
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

で
す
。
二
日
酔
い
運
転
を
含

め
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
農
地
（
畑
・
水
田
等
）
は
、「
食
料
を
生
産
す
る
」「
水
を

蓄
え
災
害
に
備
え
る
」「
地
球
温
暖
化
を
緩
和
す
る
」と
い
っ

た
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
農
地
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、「
農
地
法
」
に
基
づ
き
、

農
地
の
賃
貸
・
売
買
、
農
作
物
を
つ
く
る
こ
と
以
外
に
使

う
こ
と
（
転
用
）
な
ど
を
す
る
ほ
か
、
田
や
畑
が
適
正
に
耕

作
さ
れ
て
い
る
か
の
見
回
り
や
、
新
た
に
農
地
を
取
得
し

て
農
業
を
始
め
た
い
方
へ
の
相
談
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

　
仁
木
町
農
業
委
員
会
　
　
三
二
ー
三
九
五
二

　
５
月
27
日
㈬
〜
６
月
５
日
㈮
ま
で
、
春
の
行
楽
期
の
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
目
に
鮮
や
か
な
新
緑
に
誘
わ
れ
、
外
出
の
機
会
が
増
え
る

季
節
で
す
が
、
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
、
交
通
事
故
発
生

の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
今
一
度
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
と

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

●農地の審査（毎月の流れ）

●各申請の受付締切
は、毎月 15 日を目
途とします。申請
を予定している方
は、余裕をもって
申請願います。

賃貸・売買・転
用申請の受付

事務局で申請書類を
確認し、受付します

農地利用会議
農用地利用集積
調整会議

聞き取り内容を元に
詳細を審議します

聞き取り調査

耕作者、農地所有者
などから話を聞きます

許可書の交付
決定の告示

総会において許可の
あった案件に対して
行います

農業委員会総会
基本、毎月第４週目
を目途に開催し、申
請のあった案件に対
し て、許 可・不 許 可
の決定などをします

０件 ０人０人
１件 １人０人

発生件数
Ｒ２年累計

Ｒ元 .7.21 ～Ｒ2.４.30 284日

み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転
根
絶

み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転
根
絶

ご

よ  

や  

く  

を

戸
籍
の
窓

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
藤
川
　
璃
香 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

　
石
﨑
　
　
詩 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

　
林
　
　
謙
志 

ち
ゃ
ん （
東
　
町
）

●
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

　
東
　
優
也 

さ
ん
・
松
田
海
乃 

さ
ん （
東
　
町
）

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
濱
田
　
忠
行 

さ
ん （
85
歳
／
北
　
町
）

　
浅
井
　
蘭
子 

さ
ん （
77
歳
／
東
　
町
）

　
笹
林
　
昭
克 

さ
ん （
78
歳
／
旭
　
台
）

　
森
　
カ
ヅ
子 

さ
ん （
90
歳
／
東
　
町
）

　
今
　
　
和
之 

さ
ん （
45
歳
／
銀
　
山
）

　
笠
井
千
代
子 

さ
ん （
91
歳
／
西
　
町
）

目録を手にニッコリ
の沖田フミさん。い
つまでも明るくお元
気で！

た
だ
き
ま
し
た
。沖
田
さ
ん
、平
島
さ
ん
、百

歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
写

真
撮
影
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

沖
田
さ
ん
は
、仁
木
長
寿
園
よ
り
提
供
い
た
だ
い

た
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　
町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ

88
歳
以
上
の
方
へ
、
町
の
公
共
事
業
及
び

公
益
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
し
て
、

仁
木
町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞

状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（北　町）
浦野　和子さん

（北　町）
山田　　實さん

（北　町）
武藤　幸雄さん

４月の事故発生状況
区　分 件数 死者 負傷者

15 令和２年５月 14令和２年５月

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
話
題

特
集

教
育
委
員
会
だ
よ
り

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

健
康
プ
ラ
ザ

健
康
プ
ラ
ザ

く
ら
し
の
伝
言
板

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー

ま
ち
の
カ
レ
ン
ダ
ー



農
業
委
員
会
か
ら
の
お
知
ら
せ

国
民
年
金
に
関
す
る
お
知
ら
せ

春
の
行
楽
期
の
交
通
安
全
運
動

が
は
じ
ま
り
ま
す

●
「
年
金
振
込
通
知
書
」
が

送
付
さ
れ
ま
す

　
国
民
年
金
・
厚
生
年
金
は
、

４
月
・
６
月
・
８
月
・
10
月
・

12
月
・
２
月
の
年
６
回
に
そ

れ
ぞ
れ
前
２
か
月
分
（
６
月

に
支
給
さ
れ
る
の
は
４
月
分

と
５
月
分
の
年
金
で
す
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
年

度
に
支
給
さ
れ
る
年
金
額
を

お
知
ら
せ
す
る
「
年
金
振
込

通
知
書
」
は
、
毎
年
６
月
に

日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ

れ
ま
す
。

　
こ
の
通
知
書
は
向
こ
う
１

年
間
の
年
金
額
を
お
知
ら
せ

す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
年

度
途
中
で
年
金
額
な
ど
に
変

更
が
あ
っ
た
場
合
は
、
そ
の

都
度
お
知
ら
せ
が
送
付
さ
れ

ま
す
。

●
年
金
事
務
所
に
相
談
に
行

か
れ
る
際
に
は
ご
予
約
を

お
勧
め
し
ま
す

　
小
樽
年
金
事
務
所
で
は
、

予
約
に
よ
る
年
金
相
談
を

善
意
に
感
謝

　
次
の
皆
さ
ま
か
ら
、
本
町
へ
貴
重
な
ご
寄

附
を
頂
き
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

●
若
林 

九
里
様（
札
幌
市
）よ
り

　
書
籍『
さ
ん
ぎ
ゃ
橋
を
越
え
て
』

　
町
民
セ
ン
タ
ー
図
書
室
用

●
仁
木
建
設
協
会
様（
会
長 

仁
木
洋
様
）よ
り

　
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト 

28
個

　
新
入
学
児
童
交
通
安
全
の
た
め

●
株
式
会
社
ニ
ッ
ト
ー
様
（
代
表
取
締
役
会

長  

髙
谷
佳
克 

様
／
札
幌
市
）よ
り

　
紙
マ
ス
ク 

５
０
０
枚

　
衛
生
管
理
・
感
染
症
予
防
の
た
め

●
余
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様
（
会
長  

三

浦
文
夫 

様
／
余
市
町
）よ
り

　
手
洗
い
用
せ
っ
け
ん
　
ポ
ン
プ
10
個
・

　
詰
替
20
ℓ

　
衛
生
管
理
・
感
染
症
予
防
の
た
め
（
町
内

　
小
中
学
校
用
）

●
稲
畑
産
業
株
式
会
社
様
（
代
表
取
締
役
社

長  

稲
畑
勝
太
郎 

様
／
東
京
都
）よ
り

　
紙
マ
ス
ク 

１
０
０
０
枚

　
衛
生
管
理
・
感
染
症
予
防
の
た
め

　
自
衛
隊
で
は
、
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・

女
子
）、技
術
海
上
・
航
空
幹
部
、技
術
海
曹
・

空
曹
を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、自
衛
官
候
補
生
及
び
一
般
曹
候
補

生
の
採
用
年
齢
が
、18
歳
以
上
33
歳
未
満
に

改
正
さ
れ
ま
し
た
。応
募
資
格
な
ど
詳
し
く

は
、左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

　 

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

 

　 

小
樽
地
域
事
務
所

 

　 

（
〇
一
三
四
）二
二
ー
五
五
二
一

平
和
を
守
る
、
力
に
な
る
。

各
種
自
衛
官
募
集

第
４
子
の
誕
生
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

岩 

本  

光 

馬 

ち
ゃ
ん

　
大
江
の
岩
本
勇
さ
ん
宅
に
、
４
人
目
の

お
子
さ
ん
が
誕
生
し
、
佐
藤
町
長
か
ら
出

産
祝
い
金
を
贈
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。岩
本
さ
ん
、
新
し
い
ご
家
族
の
誕
生
、

ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
写

真
撮
影
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

沖
田
フ
ミ
さ
ん
　
平
島
ト
キ
さ
ん

　
こ
の
た
び
、
沖
田
フ
ミ
さ
ん
、
平
島
ト
キ

さ
ん
が
百
歳
の
お
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、佐

藤
町
長
か
ら
お
祝
い
の
品
を
贈
ら
せ
て
い

行
っ
て
い
ま
す
。

　
予
約
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
相
談
内
容
に
応
じ
た
事

前
準
備
が
さ
れ
て
お
り
、
待

ち
時
間
も
無
く
ス
ム
ー
ズ
に

相
談
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　
相
談
会
場
は
小
樽
年
金
事

務
所
。
予
約
相
談
の
実
施
時

間
は
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

（
祝
日
を
除
く
）
の
午
前
８

時
30
分
か
ら
午
後
４
時
。
予

約
申
し
込
み
は
、
予
約
受
付

専
用
電
話
☎
〇
五
七
〇
ー
〇

五
ー
四
八
九
〇
ま
で
。

　
国
民
年
金
に
係
る
照
会
や

相
談
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

 

　 
小
樽
年
金
事
務
所

 

　 

（
〇
一
三
四
）
六
五
ー
五
〇
〇
二

 

　 

住
民
課
住
民
係

 

　 

三
二
ー
二
五
一
三

●
５
つ
の
ポ
イ
ン
ト
で
交
通
安
全

①
観
光
、
行
楽
に
伴
う
交
通

　
事
故
防
止

　
運
転
者
・
同
乗
者
は
、
時

間
に
余
裕
を
も
ち
、長
時
間
・

長
距
離
の
運
転
に
な
ら
な
い

よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

②
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止

　
高
齢
者
は
、明
る
い
服
装
、

反
射
材
等
を
身
に
つ
け
、
運

転
者
か
ら
確
認
し
や
す
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
転
車
の
安
全
利
用

　
自
転
車
は
車
両
で
す
。「
自

転
車
安
全
利
用
五
則
」
を
理

解
し
、
交
通
ル
ー
ル
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

④
全
座
席
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用

　
後
部
座
席
も
含
め
、
全
員

が
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
着
用
し

不
意
の
事
故
か
ら
命
を
守
り

ま
し
ょ
う
。

⑤
飲
酒
運
転
の
根
絶

　
飲
酒
運
転
は
悪
質
な
犯
罪

で
す
。
二
日
酔
い
運
転
を
含

め
、
飲
酒
運
転
の
根
絶
に
取

り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
農
地
（
畑
・
水
田
等
）
は
、「
食
料
を
生
産
す
る
」「
水
を

蓄
え
災
害
に
備
え
る
」「
地
球
温
暖
化
を
緩
和
す
る
」と
い
っ

た
、
私
た
ち
の
く
ら
し
に
と
っ
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
「
農
地
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
っ
て
守
ら
れ

て
い
ま
す
。
農
業
委
員
会
で
は
、「
農
地
法
」
に
基
づ
き
、

農
地
の
賃
貸
・
売
買
、
農
作
物
を
つ
く
る
こ
と
以
外
に
使

う
こ
と
（
転
用
）
な
ど
を
す
る
ほ
か
、
田
や
畑
が
適
正
に
耕

作
さ
れ
て
い
る
か
の
見
回
り
や
、
新
た
に
農
地
を
取
得
し

て
農
業
を
始
め
た
い
方
へ
の
相
談
活
動
も
行
っ
て
い
ま
す
。

 

　
仁
木
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業
委
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会
　
　
三
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三
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五
二
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27
日
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日
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ま
で
、
春
の
行
楽
期
の
交
通

安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
目
に
鮮
や
か
な
新
緑
に
誘
わ
れ
、
外
出
の
機
会
が
増
え
る

季
節
で
す
が
、
交
通
量
の
増
加
と
と
も
に
、
交
通
事
故
発
生

の
リ
ス
ク
も
高
ま
り
ま
す
。
今
一
度
交
通
ル
ー
ル
の
厳
守
と

交
通
事
故
防
止
の
徹
底
に
努
め
ま
し
ょ
う
！

●農地の審査（毎月の流れ）

●各申請の受付締切
は、毎月 15 日を目
途とします。申請
を予定している方
は、余裕をもって
申請願います。

賃貸・売買・転
用申請の受付

事務局で申請書類を
確認し、受付します

農地利用会議
農用地利用集積
調整会議

聞き取り内容を元に
詳細を審議します

聞き取り調査

耕作者、農地所有者
などから話を聞きます

許可書の交付
決定の告示

総会において許可の
あった案件に対して
行います

農業委員会総会
基本、毎月第４週目
を目途に開催し、申
請のあった案件に対
し て、許 可・不 許 可
の決定などをします

０件 ０人０人
１件 １人０人

発生件数
Ｒ２年累計

Ｒ元 .7.21 ～Ｒ2.４.30 284日

み
ん
な
の
力
で
飲
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運
転
根
絶

み
ん
な
の
力
で
飲
酒
運
転
根
絶

ご

よ  

や  

く  

を

戸
籍
の
窓

●
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

　
藤
川
　
璃
香 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

　
石
﨑
　
　
詩 

ち
ゃ
ん （
北
　
町
）

　
林
　
　
謙
志 

ち
ゃ
ん （
東
　
町
）

●
い
つ
ま
で
も
お
幸
せ
に

　
東
　
優
也 

さ
ん
・
松
田
海
乃 

さ
ん （
東
　
町
）

●
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

　
濱
田
　
忠
行 

さ
ん （
85
歳
／
北
　
町
）

　
浅
井
　
蘭
子 

さ
ん （
77
歳
／
東
　
町
）

　
笹
林
　
昭
克 

さ
ん （
78
歳
／
旭
　
台
）

　
森
　
カ
ヅ
子 

さ
ん （
90
歳
／
東
　
町
）

　
今
　
　
和
之 

さ
ん （
45
歳
／
銀
　
山
）

　
笠
井
千
代
子 

さ
ん （
91
歳
／
西
　
町
）

目録を手にニッコリ
の沖田フミさん。い
つまでも明るくお元
気で！

た
だ
き
ま
し
た
。沖
田
さ
ん
、平
島
さ
ん
、百

歳
の
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
写

真
撮
影
を
省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

沖
田
さ
ん
は
、仁
木
長
寿
園
よ
り
提
供
い
た
だ
い

た
写
真
を
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

仁
木
町
公
益
貢
献
賞

　
町
で
は
、
町
内
在
住
55
年
以
上
、
か
つ

88
歳
以
上
の
方
へ
、
町
の
公
共
事
業
及
び

公
益
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
と
し
て
、

仁
木
町
表
彰
条
例
の
規
定
に
基
づ
き
、
賞

状
と
記
念
品
を
お
贈
り
し
て
い
ま
す
。

　
永
年
の
ご
尽
力
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（北　町）
浦野　和子さん

（北　町）
山田　　實さん

（北　町）
武藤　幸雄さん

４月の事故発生状況
区　分 件数 死者 負傷者

15 令和２年５月 14令和２年５月
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●広報『仁木』５月号発行　 総務課　 32-2511

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

Niki配管設備　 32-2647

関組　 22-4782
池田内科クリニック　 23-8811

黒川町整形外科クリニック　 22-2447

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

北悠建設　 32-3101

高橋配管設備　 22-5571 長内水道配管　 32-2105

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

堀川管工設備工業　 23-3032

森内科胃腸科医院　 32-3455
今野設備　 090-3118-4433

藤田設備　 32-3672

よいち整形外科クリニック　 48-5000

田中内科医院　 22-6125（余市神社例大祭のため当番医）
●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

●リハビリcafé ニキボー（仁木地区）　 保健センター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　  32-3855 ※予約制

●広報『仁木』６月号発行　 総務課　 32-2511

●フォローアップ教室　 町民センター／第１部 10:00～11:30　第２部 13:30～15:00
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ
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●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理
５
月

６
月

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和２年５月 ●令和２年６月
日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23
24
31 25 26 27 28 29 30

日 月 火 水 木 金 土

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 1 2 3 4

仁木町交通安全推進委員会
☎32-2511

運転免許証の自主返納について考えてみませんか？

運転経歴証明書発行手数料を負担します

運転免許証を自主返納するとどうなるの？　
　運転免許証を返納した方には、希望すると「運転
経歴証明書」が交付されます。運転経歴証明書は、
運転免許証と同様に公的な本人確認書類として使
え、更新の必要はありません。
自主返納や運転経歴証明書を申請したいときは？
　運転免許証自主返納の申請、運転経歴証明書の交
付申請は、運転免許センターや警察署で行えます。
　具体的な申請場所や受付時間、申請に必要な書類、
手数料、要件など、詳細については余市警察署（☎

22-0110）までお問い合わせください。
運転経歴証明書発行手数料の補助を受けられる方へ
　運転経歴証明書発行手数料の補助を希望される方
は、仁木町交通安全推進委員会事務局（総務課）へ
　１． 発行された『運転経歴証明書』
　２．ご印鑑
　をお持ちになり、窓口で様式に必要事項を記入の
うえ申請してください。その後１週間前後で担当係員
がご自宅へ補助金をお持ちいたします。

 

お 問 い 合 わ せ 先

　最近、運転技術に自信が無くなってきた、周りの方からもそう言われるなど、そろそろ運転を卒業しようかなと
お考えの方は、運転免許証の自主返納について考えてみませんか？
　仁木町交通安全推進委員会では、町内在住 65 歳以上のドライバーさんを対象に、運転経歴証明書発行手数料
の助成を行っています。詳しくは上記担当までご連絡ください。

総務課広報交通係
☎32-2511

未来ある子どもたちを交通事故から守りましょう！

仁木町チャイルドシート購入補助事業

チャイルドシートは大切な命を守ります
　警察庁、JAF の調べによると、６歳未満のお子さ
んのチャイルドシート着用率は 70％程度で、年齢が
上がるにつれ着用率は下がる傾向にあります。
　チャイルドシート未着用で事故が起きると、子ど
もは車内で強い衝撃を受けることはもちろん、場合
によっては車外に飛び出してしまうなど大きな危険
にさらされます。万が一のリスクを減らすためにも、
必ずチャイルドシートを使用しましょう。
チャイルドシート購入補助の申請方法
　補助金の申請をされる方は、次の書類を持参のう

え、総務課窓口で申請書を記入してください。
１．チャイルドシート購入時の領収書やレシート
２．国土交通省認定形式指定マークが確認できる

もの（チャイルドシートの取扱説明書等）
３．助成金の交付を受けようとする方、チャイルド

シートを使用するお子さんの身分を証明するも
の（運転免許証、健康保険証、母子手帳等）

４．振込先金融機関の口座がわかるもの
５．ご印鑑

　そのほか、詳しくは上記担当までお問い合わせくだ
さい。

 

お 問 い 合 わ せ 先

　町では、平成12年度から、６歳未満のお子さんをお持ちの保護者の皆さまに、チャイルドシート購入費の一部を
補助する施策を行っています。昨年度末までに180件の補助を行っており、今後も地域の宝である子どもたちの命
を守るため、ご家庭の交通安全対策経費を軽減するため、事業を継続していきます。
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●広報『仁木』５月号発行　 総務課　 32-2511

●運転免許更新時講習  一般講習／13:00～ 初回講習／14:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　  22-0110

Niki配管設備　 32-2647

関組　 22-4782
池田内科クリニック　 23-8811

黒川町整形外科クリニック　 22-2447

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

●無料あんしん法律相談　 保健センター／13:30～14:30　 社会福祉協議会　 32-3959  ※予約制

北悠建設　 32-3101

高橋配管設備　 22-5571 長内水道配管　 32-2105

●運転免許更新時講習  違反講習／13:00～  優良講習／15:30～　 余市町中央公民館　 余市警察署　 22-0110

堀川管工設備工業　 23-3032

森内科胃腸科医院　 32-3455
今野設備　 090-3118-4433

藤田設備　 32-3672

よいち整形外科クリニック　 48-5000

田中内科医院　 22-6125（余市神社例大祭のため当番医）
●離乳食教室　 保健センター／10:00～12:00　 ほけん課　 32-2514  ※対象者のみ

●リハビリcafé ニキボー（仁木地区）　 保健センター／13:30～15:30
　　地域包括支援センター　  32-3855 ※予約制

●広報『仁木』６月号発行　 総務課　 32-2511

●フォローアップ教室　 町民センター／第１部 10:00～11:30　第２部 13:30～15:00
　　地域包括支援センター　 32-3855  ※対象者のみ
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●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理
５
月

６
月

●行事名　　会場　　お問合わせ先　　電話番号　　メール　　当番病院　　歯科当番医　　水道修理

●戸籍、出生・死亡、ごみなどのお問合せは　      　住　民　課　  32-2513
●国保、介護、育児、健康相談などのお問合せは    　ほ け ん 課 　 32-2514
●その他、行政に関するお問合せは　　　　　    　総　務　課 　 32-2511

まちのカレンダー
まちの『どうしたらいいの？』は、以下の担当課までお問い合わせください

●令和２年５月 ●令和２年６月
日 月 火 水 木 金 土

26 27 28 29 30 1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
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24
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日 月 火 水 木 金 土

31 1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
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28 29 30 1 2 3 4

仁木町交通安全推進委員会
☎32-2511

運転免許証の自主返納について考えてみませんか？

運転経歴証明書発行手数料を負担します

運転免許証を自主返納するとどうなるの？　
　運転免許証を返納した方には、希望すると「運転
経歴証明書」が交付されます。運転経歴証明書は、
運転免許証と同様に公的な本人確認書類として使
え、更新の必要はありません。
自主返納や運転経歴証明書を申請したいときは？
　運転免許証自主返納の申請、運転経歴証明書の交
付申請は、運転免許センターや警察署で行えます。
　具体的な申請場所や受付時間、申請に必要な書類、
手数料、要件など、詳細については余市警察署（☎

22-0110）までお問い合わせください。
運転経歴証明書発行手数料の補助を受けられる方へ
　運転経歴証明書発行手数料の補助を希望される方
は、仁木町交通安全推進委員会事務局（総務課）へ
　１． 発行された『運転経歴証明書』
　２．ご印鑑
　をお持ちになり、窓口で様式に必要事項を記入の
うえ申請してください。その後１週間前後で担当係員
がご自宅へ補助金をお持ちいたします。

 

お 問 い 合 わ せ 先

　最近、運転技術に自信が無くなってきた、周りの方からもそう言われるなど、そろそろ運転を卒業しようかなと
お考えの方は、運転免許証の自主返納について考えてみませんか？
　仁木町交通安全推進委員会では、町内在住 65 歳以上のドライバーさんを対象に、運転経歴証明書発行手数料
の助成を行っています。詳しくは上記担当までご連絡ください。

総務課広報交通係
☎32-2511

未来ある子どもたちを交通事故から守りましょう！

仁木町チャイルドシート購入補助事業

チャイルドシートは大切な命を守ります
　警察庁、JAF の調べによると、６歳未満のお子さ
んのチャイルドシート着用率は 70％程度で、年齢が
上がるにつれ着用率は下がる傾向にあります。
　チャイルドシート未着用で事故が起きると、子ど
もは車内で強い衝撃を受けることはもちろん、場合
によっては車外に飛び出してしまうなど大きな危険
にさらされます。万が一のリスクを減らすためにも、
必ずチャイルドシートを使用しましょう。
チャイルドシート購入補助の申請方法
　補助金の申請をされる方は、次の書類を持参のう

え、総務課窓口で申請書を記入してください。
１．チャイルドシート購入時の領収書やレシート
２．国土交通省認定形式指定マークが確認できる

もの（チャイルドシートの取扱説明書等）
３．助成金の交付を受けようとする方、チャイルド

シートを使用するお子さんの身分を証明するも
の（運転免許証、健康保険証、母子手帳等）

４．振込先金融機関の口座がわかるもの
５．ご印鑑

　そのほか、詳しくは上記担当までお問い合わせくだ
さい。

 

お 問 い 合 わ せ 先

　町では、平成12年度から、６歳未満のお子さんをお持ちの保護者の皆さまに、チャイルドシート購入費の一部を
補助する施策を行っています。昨年度末までに180件の補助を行っており、今後も地域の宝である子どもたちの命
を守るため、ご家庭の交通安全対策経費を軽減するため、事業を継続していきます。
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M
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も
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
は
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル

だ
け
で
な
く
、
様
々
な
種
類
の
シ
ー
ド

ル
を
試
飲
で
き
た
り
、
シ
ー
ド
ル
ア
カ

デ
ミ
ー
が
開
催
さ
れ
た
り
で
、
飲
ん
で

食
べ
て
学
ん
で
踊
っ
て
の
お
祭
り
の
よ

う
で
、
ぜ
ひ
一
度
訪
れ
て
み
た
い
も
の

で
す
。

　
純
粋
な
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル
は
、
雪
の

中
で
も
落
果
し
な
い
で
木
に
残
る
り
ん

ご
を
収
穫
し
て
作
ら
れ
ま
す
。
ハ
ー
フ

ボ
ト
ル(

３
７
５
ml)

の
お
酒
を
作
る
の

に
使
わ
れ
る
り
ん
ご
は
７
kg
、
で
き
あ

が
る
ま
で
に
１
年
を
か
け
て
い
ま
す
の

で
高
価
な
お
酒
に
な
り
ま
す
が
、
驚
く

ほ
ど
美
味
し
い
そ
う
で
す
。
ケ
ベ
ッ
ク

の
シ
ー
ド
ル
ハ
ウ
ス
（
メ
ー
カ
ー
）
に

は
、
国
賓
も
訪
れ
て
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル

が
供
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。

　
仁
木
町
も
り
ん
ご
の
産
地
で
す
が
、

冬
に
な
っ
て
も
落
果
し
な
い
り
ん
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あ
る
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で
し
ょ
う
か
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ケ
ベ
ッ
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に
は

日
本
の
り
ん
ご
「
ふ
じ
」
や
「
陸
奥
」

も
植
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
も
し

雪
の
中
、
赤
く
実
る
り
ん
ご
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ
そ
の
り
ん
ご
で
シ
ー
ド
ル
を

作
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
ひ
と
つ

ひ
と
つ
、
手
で
木
か
ら
も
い
で
作
る
ア

イ
ス
シ
ー
ド
ル
で
す
。

参
照
・
引
用
：
「
世
界
の
シ
ー
ド
ル
図
鑑
」

ビ
ー
ト
・
ブ
ラ
ウ
ン
＆
ビ
ル
・
ブ
ラ
ッ
ド

シ
ョ
ー
著
、
国
際
り
ん
ご
・
シ
ー
ド
ル
振
興

会
監
訳
、
龍
和
子
訳
（
原
書
房
）

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
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●ひとの動き
　人口／3,201人（前月比+17）  男性／1,549人（前月比+12）  女性／1,652人（前月比+5）  世帯数／1,663世帯（前月比+13）
　外国人人口／48人  男性／４人  女性／44人  世帯数／44世帯 （令和２年４月30日現在 住民基本台帳より ※外国人人口及び世帯数は外数です）

銀山小学校交通安全青空教
室。「みぎ見て、ひだり見
て、もう一度みぎを見て」。
皆さんが教わった『命を守
る大切な約束』交通ルー
ル。皆さんの中に育まれた
『交通安全』は、やがて地
域全体へ膨らんでいきま
す。交通安全が仁木町いっ
ぱいに膨らんで、交通事故
のない安心・安全な仁木町
になりますように。（撮影
場所／銀山武道館付近） ●お問い合わせ先　総務課広報交通係 ☎32-2511

ん
ご
を
発
酵
さ
せ
て
作
る
お

酒
、
日
本
で
は
歴
史
が
浅
い
の

で
す
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

ロ
ー
マ
人
が
作
っ
て
い
た
と
い
う
ほ
ど

古
く
か
ら
あ
る
お
酒
で
す
。
仁
木
町
で

栽
培
さ
れ
て
い
る
り
ん
ご
で
も
シ
ー
ド

ル
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
世
界
的
に

見
る
と
、
日
本
の
シ
ー
ド
ル
生
産
量
は

わ
ず
か
な
よ
う
で
す
。
昨
年
、
札
幌
で

開
か
れ
た
オ
ー
タ
ム
フ
ェ
ス
ト
で
ワ
イ

ン
販
売
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
際
、
大
柄
な
白
人
の
男
性
た
ち
が

北
海
道
で
作
ら
れ
て
い
る
小
さ
い
瓶
の

シ
ー
ド
ル
を
、
何
度
も
ワ
イ
ン
販
売

ブ
ー
ス
に
購
入
し
に
来
て
飲
ん
で
い
た

の
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
シ
ー
ド
ル
に
つ
い
て
調
べ
て
い
る

と
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
と
て
も

プ
レ
ミ
ア
ム
な
シ
ー
ド
ル
が
作
ら
れ
て

い
る
の
を
見
つ
け
ま
し
た
。
ケ
ベ
ッ
ク

料
理
は
、
長
く
寒
い
冬
を
乗
り
切
る
た

め
に
脂
肪
分
の
多
い
料
理
が
多
い
そ
う

で
す
。
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
に
チ
ー
ズ

カ
ー
ド
と
グ
レ
ー
ビ
ー
ソ
ー
ス
を
か

け
、
さ
ら
に
フ
ォ
ア
グ
ラ
を
の
せ
た

（
フ
ラ
ン
ス
）
料
理
に
よ
く
合
う
と
い

う
、
明
る
く
鮮
や
か
な
り
ん
ご
の
お

酒
、
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル
で
す
。

　
ア
イ
ス
シ
ー
ド
ル
は
、
１
９
９
０

年
、
カ
ナ
ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
で
フ
ラ
ン

ス
か
ら
の
移
民
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
バ

ル
ト
ム
フ
が
冬
に
木
に
な
る
凍
っ
た
り

ん
ご
を
搾
汁
し
て
作
っ
た
も
の
で
、
１

９
９
４
年
に
商
品
と
し
て
発
売
さ
れ
人

気
が
出
て
広
ま
り
ま
し
た
。
当
初
バ
ル

ト
ム
フ
は
ド
イ
ツ
で
作
ら
れ
て
い
た
ア

イ
ス
ワ
イ
ン
（
葡
萄
酒
）
を
作
ろ
う
と

し
た
の
で
す
が
、
ケ
ベ
ッ
ク
の
冷
涼
な

気
候
の
た
め
に
ぶ
ど
う
は
う
ま
く
育
た

な
か
っ
た
よ
う
で
す
。

　
ケ
ベ
ッ
ク
に
は
６
０
０
軒
の
り
ん
ご

栽
培
農
家
が
あ
り
、
65
軒
の
手
作
り

シ
ー
ド
ル
生
産
者
が
あ
る
そ
う
で
す
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
の
南
東
に
位
置
す
る

モ
ン
テ
レ
ジ
ー
と
い
う
地
域
に
は
、

シ
ー
ド
ル
作
り
を
い
ろ
い
ろ
と
見
学
で

き
る
観
光
ル
ー
ト
が
あ
り
、
毎
年
２
月

か
ら
３
月
に
か
け
て
は
、
シ
ー
ド
ル
の

イ
ベ
ン
ト(M

ondial des cidres de 

り
仁木町地域おこし協力隊コラム

今月の表紙

広
報
仁
木
で
は
、

広
報
の
表
紙
を
飾

る
、
町
内
の
四
季

を
切
り
取
っ
た
写

真
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
デ
ジ
タ
ル

カ
メ
ラ
だ
け
で
な

く
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
撮
影
い

た
だ
い
た
写
真
で

も
構
い
ま
せ
ん
。

『
と
っ
て
お
き
の

仁
木
町
』
の
写
真

を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。
応
募

方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
下
記
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

表
紙
写
真
募
集
中

仁木町
地
域

お
こし協力

隊
コ
ラ

ム

No.26
仁木町地域おこし協力隊

鈴  木  綾  子

なぁ～に。地域をおこすって

仁木町地域おこし協力隊コラム

アイスシードル

5
シードル・ド・グラッセについて

北海道仁木町広報紙／令和２年５月21日発行 通算786号

2020
令和２年

特  

集
第
２
期 

仁
木
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

人
口
ビ
ジ
ョ
ン
・
総
合
戦
略
完
成


